
広報

(3/13 .鈴田小学校周辺〉

親子連れや仲間同士など¥約190人ガ参加した
市民オリ工ンテーリンク‘大会は3月刊日¥鈴田小

学校周辺をコースに行われました。

花や木ガ一斉に芽を吹き出し¥歩くと汗ばむほ

どの小春日和の中¥参加者は地図を片手にポイン

トを目指します。

ゆっくりのんひ、り大自然を満喫しながら歩く家

族づれ¥元気いっぱい足早に通り過ぎる子供だち¥

みんな思い思いの健康づくりを楽しみました。
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松
本
市
長
は

¥
3月
定
例
市
議
会
で
平
成

6
年
度

の
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
だ
の
で
¥
そ
の
あ
ら
ま

し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
¥
平
成

6
年
度
の
予
算
概
要
に
つ
い
て
は
¥

6
月
号
「
財
政
事
情
説
明
し
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

I{' 

平成6年4月号

水
管
布
設
工
事
の
実
施
、
お
よ
び

漏
水
防
止
対
策
を
図
り
、
有
収
率

の
向
上
、
経
営
の
健
全
化
と
安
定

給
水
に
努
め
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
・
・
・
・
・
・
東
部
大
村
地

区
(
萱
瀬
地
区
)
を
平
成
5
年
度

か
ら
9
年
度
ま
で
の
5
か
年
計
画

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
・
・
・
・
・
・
大
村
市
は
県
下

で
の
下
水
道
普
及
率
に
お
い
て
、

高
水
準
を
推
移
し
て
お
り
、
平
成

5
年
3
月
末
で
県
平
均
初
パ
ー
セ

ン
ト
に
対
し
、
本
市
で
は

ω
・
3

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
度
は
約
印
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
面
整
備
を
図
る
予
定
で

あ
り
、
普
及
率
も
平
成
7
年
3
月

末
ま
で
に
は
約
臼
パ
ー
セ
ン
ト
に

達
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
平
成
5
年
度
に
、
大
村

湾
南
部
流
域
下
水
道
事
業
(
大
村

市
・
諌
早
市
・
多
良
見
町
2
市
1

町
で
全
体
計
画
1
、
7
7
1
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
本
市
は
、
今
村
・

溝
陸
地
区
の
一
部
1
2
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
)
の
、
事
業
採
択
を
受
け
、
本

市
に
お
い
て
は
、
平
成
日
年
度
一

部
供
用
開
始
に
向
け
、
平
成
7
年

度
に
工
事
着
手
予
定
で
す
。

住
宅
環
境
の
整
備

広報おおむら

市
営
住
宅
:
:
:
今
年
度
か
ら
4
か

年
度
事
業
で
久
原
住
宅
の
建
替
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
高

齢
者
用
6
戸
、
一
般
用
お
戸
を
建

設
し
ま
す
。

オフィスパーク大村の完成予想図(: (: 

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
が
開
発

中
の
「
シ
ー
サ
イ
ド
よ
ざ
き
」
は
、

本
年
度
中
に
分
譲
を
開
始
し
ま
す
。

公
園
緑
地
の
整
備

「
花
と
歴
史
と
技
術
の
ま
ち
」

づ
く
り
を
推
進
す
る
中
で
、
昭
和

弘
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
た
池
田

湖
公
園
が
、
平
成
5
年
度
に
完
成

し
ま
し
た
口
本
年
度
は
、
岳
ノ
木

場
公
園
、
赤
佐
古
公
園
を
引
き
続

き
整
備
す
る
の
を
は
じ
め
、
久
原

公
園
、
岩
松
公
園
の
建
設
に
着
手

す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
園
公
園
へ
の
市
民
0

ア
ー

ル
移
設
に
よ
る
公
園
の
区
域
変
更

に
伴
い
、
民
有
地
な
ら
び
に
固
有

地
等
の
買
収
を
行
い
、
当
公
園
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま
す
。

西
日
本

一
を
誇
る
大
村
公
園
の

花
菖
蒲
は
、
天
候
不
順
、
病
害
虫

の
被
害
に
よ
り
開
花
に
む
ら
が
あ

る
た
め
、
新
た
に
苗
圃
園
を
確
保

し
万
全
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
川
整
備
事
業

防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
の
長

岡
川
改
修
事
業
等
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り

特
別
対
策
事
業
は
、
大
上
戸
川
河

畔
公
園
整
備
で
は
散
策
道
の
整
備

と
修
景
施
設
を
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

里
河
畔
公
園
第
二
期
整
備
事
業
で

は
旧
南
川
内
分
校
上
手
の
河
川
整

備
と
園
地
整
備
を
行
い
早
期
完
成

に
努
め
ま
す
。

大
村
市
長

松

本

我
が
国
で
は
、
昨
年
来
の
急
激

な
円
高
や
畏
雨

・
冷
夏
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

景
気
は
低
迷
し
た
状
態
が
続
い
た

ま
ま
の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
が
、

足言
7.1τz 

本
市
に
お
き
ま
し
で
も
、
景
気
の

回
復
お
よ
び
活
性
化
を
は
か
る
た

め
社
会
基
盤
の
整
備
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
本
年
度
に
お
け
る
本
市

の
主
な
事
業
と
じ
て
、
ま
ず
農
作

物
の
流
通
供
給
を
安
定
さ
せ
る
た

め
大
村
市
総
合
地
方
卸
売
市
場
の

建
設
に
着
工
し
ま
す
。

次
に
老
朽
化
し
た

ご
み
処
理
施

設
の
建
設
に
着
手
し
、
焼
却
能
力

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス

・
ア
ル
力
テ
ィ

ア
事

業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
全
国
第

一
号
の
指
定
を
受
け
、
今
年
度
は

快
適
で
安
全
な

都
市
の
実
現

環
境
衛
生
の
向
上

環
境
問
題
:
:
:
都
市
化
、
生
活
の

多
様
化
等
に
よ
る
生
活
環
境
悪
化

の
要
因
を
改
善
し
、
自
然
と
調
和

し
た
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適

交
通
安
全
・
防
犯

全
国
の
死
亡
事
故
が
、
昭
和
臼

年
以
降
1
万
人
を
超
え
る
水
準
に

あ
り
、
本
市
で
も
昨
年
は

7
人
の

尊
い
命
を
失
う
な
ど
大
変
憂
慮
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
関

係
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
交
通

道
徳
の
高
揚
と
啓
発
に
努
め
、
特

に
飲
酒
、
暴
走
運
転
の
撲
滅
と
歩

行
者
な
ど
交
通
弱
者
の
保
護
対
策

を
積
極
的
に
取
り
組
み
つ
つ
、
交

通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

一
方
、
防
犯
活
動
、
更
生
保
護

事
業
、
暴
力
追
放
運
動
に
対
し
て

も
積
極
的
に
支
援
し
、
安
全
で
住

み
よ
い
街
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

j商

防

消
防
機
器
の
更
新
、
消
防
施
設

の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
特
に
本
年
度
で
は
、
災

害
等
の
緊
急
時
の
情
報
を
密
に
す

る
た
め
、
分
団
詰
所
に
電
話
機
を

設
置
し
ま
す
D

ま
た
待
遇
改
善
な

ど
に
よ
り
消
防
団
員
の
確
保
に
努

め
、
意
識
の
高
揚
と
教
育
訓
練
を

積
極
的
に
進
め
な
が
ら
技
術
の
向

上
を
図
り
、
市
民
の
生
命
、
財
産

の
保
全
に
努
力
し
ま
す
。

な
生
活
環
境
を
創
出
し
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

清
掃
行
政
:
:
:
老
朽
化
し
た
ご
み

処
理
施
設
の
更
新
に
よ
る
焼
却
能

力
の
拡
大
を
は
じ
め
、
不
燃
性
ご

み
に
対
応
出
来
る
破
砕
設
備
の
設

」

オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
の
造
成
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
死
因
の
上
位
に

あ
る
心
臓
疾
患
に
対
応
す
る
た
め
、

市
立
病
院
内
に
本
格
的
な
心
臓
血

管
病
セ
ン
タ
ー
を
着
工
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
福
祉
の
充
実
、
農
林
漁

業
や
地
場
産
業
の
育
成
、
水
資
源

の
確
保
、
企
業
誘
致
な
ど
に
も
積

極
的
に
取
り
く
み
、

「
花
と
歴
史

と
技
術
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
英
知
を
結
集
し
、
そ
の

達
成
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

置
な
ど
、
平
成
6
年
か
ら

3
年
後

の
供
用
開
始
へ
む
け
て
建
設
を
行

う
予
定
で
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
生

ご
み
堆
肥
化
容
器
(
コ
ン
ポ
ス
ト
)

を
購
入
し
、
本
年
度
も
配
布
を
継

続
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
資
源
化
物
の
分
別
排

出
町
内
の
拡
大
推
進
、
な
ら
び
に

空
か
ん
圧
縮
機
の
貸
出
し
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
古
紙
等
の
集
団

空
と
陸
に
の
び
ゆ
く

交
通
都
市
づ
く
り

道
路
交
通
網
の
整
備

国
道
引
の
号
の
拡
幅
・
・
・
・
・
・
平
成
3
年

度
か
ら
事
業
に
着
手
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
恒
常
的
な
交
通
渋
滞
は
市

民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
機
会
あ
る
ご
と
に
国
・

県
に
対
し
て
早
期
着
工
を
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

国
道
4
4
4
号
(
黒
木
工
区
)
の

整
備
・
・
・
・
・
・
平
成
5
年
度
の
進
捗
率

は
臼
・

3
%
で
あ
り
、
本
年
昨
民
は
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
着
工
・
菅
一
瀬
八
号

橋
・
黒
木
六
号
橋
の
橋
梁
工
事
お

よ
び
道
路
整
備
を
促
進
し
、
平
成

9
年
度
完
成
予
定
を
さ
ら
に
短
縮

す
る
よ
う
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

平
成
4
年
度
か
ら
着
工
し
て
い

ま
し
た
国
道
弘
号
の
西
大
村
地
区

環
境
整
備
工
事
は
、
本
年
尻
を
も
っ

て
完
了
し
ま
す
が
、
歩
道
の
カ
ラ
ー

舗
装
化
を
は
じ
め
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
た
環
境
と
な
っ
て
お
り
地
域

の
活
性
化
に
役
立
つ
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

大
村
駅
前
線
の
電
線
地
中
化
(
キ
ヤ

ブ
シ
ス
テ
ム
)
に
伴
う
シ
ン
ボ
ル

ロ
l
ド
整
備
事
業
・
・
:
:
平
成
5
年

度
か
ら
着
手
し
、
良
好
な
環
境
を

図
る
べ
く
早
期
完
成
を
め
ざ
し
、

引
き
続
き
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
口

花
と
緑
の
街
並
み
整
備
事
業
・
..... 

市
道
八
幡
町
線
お
よ
び
西
本
町
宮

ノ
本
線
等
の
整
備
を
引
き
続
き
進

め
、
美
し
く
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商

庖
街
の
形
成
に
寄
与
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
・
..... 

本
年
度
か
ら
黒
木
地
区
の
小
岳
線

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
事
業
・
・
・
・
・
・
平
成
5

年
度
か
ら
久
原
梶
ノ
尾
線
の
三
城

工
区
(
市
事
業
)
と
久
原
工
区
(
県

事
業
)
の
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
口

武
部
工
区
に
つ
い
て
も
本
年
度
か

ら
市
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る
よ

う
国
・
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
継
続
事
業
中
の
富
の
原

坂
口
線
、
お
よ
び
県
・
市
で
施
工

中
の
杭
出
津
松
原
線
の
平
成
9
年

度
完
成
を
め
ざ
し
努
力
し
ま
す
。

回
収
団
体
に
対
す
る
助
成
を
継
続

し
、
ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源
化

を
普
及
・
徹
底
し
て
、
清
潔
な
ま

ち
づ
く
り
に

一
層
努
力
し
ま
す
。

大
村
湾
の
浄
化
対
策
・
・
・
・
・
・
公
共
下

水
道
の
整
備
、
農
業
集
落
排
水
施

設
の
整
備
や
小
型
合
併
処
理
浄
化

槽
を
は
じ
め
と
す
る
個
別
処
理
施

設
の
設
置
事
業
を
す
す
め
ま
す
。

ま
た
、
台
所
で
の
発
生
源
対
策

と
し
て
、
台
所
排
水
汚
濁
負
荷
量

の
3
割
カ
ッ
ト
事
業
も
引
き
続
き

推
進
し
、
水
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。さ
ら
に
、
「
環
境
美
化
条
例
」

を
制
定
し
①
空
き
缶
等
ご
み
の
散

乱
防
止
②
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
⑤
緑
化
の
推
進
な
ど
、
環
境
美

化
、
自
然
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

上
・
下
水
道
の
整
備

水
道
事
業
:
:
:
菅
一
瀬
ダ
ム
再
開
発

事
業
を
主
と
す
る
第
9
回
拡
張
事

業
に
お
い
て
、
平
成
6
年
度
か
ら

ダ
ム
本
体
の
嵩
上
げ
工
事
を
着
工

す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
老
朽
管
の
布
設
替
、
配

さ
ら
に
、
橋
梁
整
備
と
し
て
荒

瀬
橋
の
改
修
事
業
は
平
成
7
年
度

の
完
成
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
新

規
事
業
と
し
て
郡
大
橋
の
架
橋
の

推
進
、
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル

カ
デ
イ
ア
の
開
発
に
伴
う
関
連
道

路
と
し
て
市
道
雄
ケ
原
線
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

ヲ℃
二E

港

県

・
市
お
よ
び
民
間
各
会
社
が

推
進
し
て
い
ま
し
た
長
崎
国
際
航

空
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
側
の
社
屋
等

も
本
年
夏
に
は
完
成
し
、
本
格
的

営
業
開
始
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

空
港
を
生
か
し
た
物
流
拠
点
都

市
づ
く
り
と
し
て
、
宅
配
便
の
「
ヤ

マ
ト
運
輸
」
が
平
成
元
年
日
月
に

操
業
開
始
し
た
の
に
続
い
て
、
消

防
学
校
横
に
「
(
仮
称
)
新
大
村
郵

便
局
」
が
本
年
9
月
に
完
成
し
、

叩
月
に
開
局
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
国
・
県
の
施
策
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
輸
入
促
進
地
域

(
フ
ォ
l
リ
ン
・
ア
ク
セ
ス
・

ゾ
ー

ン
H
F
A
Z
)、
長
崎
エ
ア
フ
ロ

ン
ト
計
画
実
現
の
た
め
今
後
と
も

努
力
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め

に
は
、
国
際
空
港
に
ふ
さ
わ
し
い

体
制
・
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
弘

時
間
運
用
体
制
を
め
ざ
し
つ
つ
国

内
線
、
お
よ
び
国
際
線
の
増
便
等

も
含
め
、
県
な
ら
び
に
長
崎
国
際

空
港
整
備
促
進
期
成
会
等
と
と
も

に
積
極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。
-3 -



新
幹
線
・
在
来
線

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
l
卜
・
:
・
・
・
長

崎
新
幹
線
建
設
期
成
会
の
総
力
を

結
集
し
て
要
望
活
動
な
ど
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
未
着
工
区
間
で
あ

る
長
崎
ル
i
ト
を
含
む
二
線
に
つ

い
て
は
、
平
成
9
年
整
備
計
画
が

策
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
近
々
、

環
境
影
響
評
価
(
ア
セ
ス
メ
ン
ト
)

が
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

長
崎
新
幹
線
の
実
現
ま
で
に
は
、

建
設
財
源
の
問
題
な
ど
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
残
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
県
お
よ

び
関
係
機
関
と
と
も
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
大
村
線
の
改
良
、
久
原

駅
新
設
等
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
て
陳
情
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

活
力
あ
る
産
業
都
市
の
推
進

農
林
水
産
業
の
振
興

農
林
行
政
:
:
:
昨
年
の
長
雨
・
冷

夏
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
被
り
、

加
え
て
コ
メ
の
部
分
開
放
が
決
定

す
る
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
本
年
は
、
農
業
が

本
市
の
経
済
基
盤
で
あ
る
と
め
認

識
の
も
と
、
農
業
振
興
に
積
極
的

な
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
、
農
業
の
近
代
化
を
進
め

る
た
め
、
昨
年
は
北
部
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
営
農
集
団
機
械
化
に
よ
る
共

同
利
用
施
設
へ
の
助
成
を
経
杭
し
、

低
コ
ス
ト
に
よ
る
生
産
性
向
上

K

努
め
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
花

井
類
に
つ
い
て
新
た
に
助
成
を
行

い
農
家
の
所
得
向
上
に
努
め
ま
す
。

を
引
き
続
き
開
催
し
、
市
民
の
健

康
管
理
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
と
、
健
康
に
対
す
る
自
覚
と

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
歯
の
大
切
さ

を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
成
人

歯
科
保
健
事
業
を
行
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
・
・
・
・
・
・
高
齢
化

が
進
む
な
か
で
医
療
費
は
依
然
と

し
て
増
嵩
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
、
ま
た
、
低
所
得
者
層
の
加
入

期
合
の
増
大
に
よ
る
財
政
基
盤
の

脆
弱
化
と
い
う
構
造
的
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
平
成
4
年
度
か
ら
国

保
財
政
安
定
化
支
援
事
業
や
助
産

費
、
人
件
費
等
の
一
般
財
源
化
な

ど
、
制
度
改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
国
庫
負
担
金
の
増

額
要
請
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
本
年
度
の
保
険
税
に
つ

い
て
は
、
老
人
保
健
拠
出
金
の
増

大
や
診
療
報
酬
の
改
定
な
ど
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
所
得
割
の
税
率
に

つ
い
て
大
幅
に
見
直
す
所
存
で
す
。

平成6年4月号広報おおむら

な
お
、
長
年
の
課
題
で
あ
り
ま

し
た
市
場
統
合
が
昨
年
成
立
し
、

鮒
大
村
市
総
合
地
方
卸
売
市
場
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
建
設
は
本

年
着
工
、
平
成
7
年
4
月
開
業
を

め
ざ
し
生
鮮
食
料
品
等
の
安
定
供

給
に
努
め
ま
す
。

土
地
改
良
事
業
・
・
・
・
・
・
現
在
実
施
中

の
圃
場
整
備
、
農
道
整
備
の
早
期

完
成
に
向
け
て
な
お
一
層
推
進
し

農
家
の
経
営
安
定
を
図
り
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
・
・
・
・
・
・
本
年
4

月
に
は
萱
瀬
地
区
を
供
用
開
始
し

ま
す
。
同
じ
く
工
事
中
の
萱
瀬
下

地
区
は
、
平
成
8
年
度
に
供
用
開

始
の
予
定
で
す
。

な
お
、
鈴
田
上
地
区
に
つ
い
て

は
本
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し

て
取
り
入
れ
、
計
画
的
に
事
業
推

進
に
努
め
ま
す
。

￥ 

市
立
病
院

県
下
初
の
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー

建
設
:
:
:
本
年
着
工
し
、
平
成
7

年
度
開
設
に
む
け
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

病
院
の
経
営
・
・
・
・
・
・
医
療
費
抑
制
策

等
に
よ
り
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
が
、
医
学
・
医
術
の
進

歩
、
疾
病
構
造
の
変
化
等
に
対
応

す
る
た
め
、
医
師
そ
の
他
の
医
療

従
事
者
の
質
的
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、

M
R
ー
な
ど
の
高
度
医
療

機
量
芝
導
入
し
良
質
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
特
色
あ
る
病
院

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
地
域
医
療
の

畜
産
振
興
・
・
・
・
・
・
受
精
卵
移
植
等
畜

産
高
度
技
術
の
導
入
に
よ
り
優
良

畜
種
の
生
産
、
経
営
体
質
の
強
化

に
よ
り
大
幅
な
低
コ
ス
ト
生
産
の

拡
大
を
め
ざ
し
所
得
向
上
の
た
め

総
合
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

林
業
振
興
:
:
:
緑
と
自
然
の
環
境

整
備
の
一
環
で
市
民
の
憩
の
場
と

し
て
「
す
わ
の
森
」
生
活
環
境
保

全
林
が
昨
年
完
成
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
野
岳
地
区
に
多
目
的

保
安
林
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
森
林
造
成
で
は
、
昨
年
地
域

共
同
間
伐
推
進
モ
デ
ル
事
業
の
地

区
指
定
を
受
け
高
性
能
機
械
を
導

入
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続

き
作
業
道
を
開
設
し
作
業
の
効
率

化
、
作
業
費
コ
ス
ト
の
低
減
を
は

か
る
と
と
も
に
林
業
担
い
手
の
育

成
と
将
来
性
の
あ
る
林
業
施
策
を

行
い
ま
す
。

水
産
業
・
・
・
・
・
・
大
村
湾
浄
化
運
動
を

積
極
的
に
推
進
し
な
が
ら
採
る
漁

業
か
ら
ナ
マ
コ
を
中
心
と
し
た
育

て
る
漁
業
へ
移
行
す
る
た
め
魚
礁

の
設
置
な
ど
、
総
合
的
な
推
進
を

向
上
と
病
院
財
政
の
改
善
の
た
め

な
お
一
層
努
力
し
ま
す
。

社
会
福
祉
の
推
進

高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い

る
な
か
で
、
市
民
が
健
康
で
生
き

が
い
を
持
ち
安
心
し
て
生
涯
を
過

ご
せ
る
よ
う
な
明
る
い
活
力
あ
る

長
寿
・
福
祉
社
会
を
つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
が
今
日
の
課
題
で
す
。

市
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・

健
康
・
在
宅
福
祉
・
施
設
福
祉
等

を
柱
と
し
て
、
平
成
日
年
を
目
標

年
次
と
す
る
「
大
村
市
老
人
保
健

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

老
人
な
ら
び
に
心
身
障
害
者
の

教
育
と
文
化
の
薫
る

教
育
環
境
の
整
備

教
育
行
政
:
:
:
人
間
尊
重
の
精
神

を
基
調
と
し
て
個
性
と
創
造
性
を

生
か
す
教
育
の
充
実
を
図
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
、

国
際
的
視
野
に
立
つ
人
間
性
豊
か

な
市
民
の
育
成
を
図
り
、
教
育
都

市
、
大
村
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
:
:
:
新
し
い
学
力
観
に

基
づ
く
教
育
の
推
進
に
努
め
、
幼

稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校
そ
の

他
の
関
係
団
体
と
連
携
を
と
り
、

都
市
づ
く
り

生
徒
指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
学
校
に
外
国
人
英

語
指
導
助
手

(
A
E
T
)
を
招
致

し
、
国
際
社
会
に
通
用
す
る
人
材

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備
:
:
:
萱
瀬
ダ
ム

再
開
発
事
業
に
伴
、
つ
黒
木
小
学
校

の
移
転
建
設
、
老
朽
化
し
た
竹
松

小
学
校
・
福
重
小
学
校
、
お
よ
び

放
虎
原
小
学
校
の
大
規
模
改
造
事

業
を
実
施
し
、
各
小
学
校
の
放
送

設
備
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
年

次
計
画
で
更
新
し
ま
す
。

特
に
、
黒
木
小
学
校
校
舎
の
建

行
う
ほ
か
、
松
原
お
よ
び
東
浦
漁

港
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

商
業
:
:
:
金
融
機
関
へ
の
預
託
に

よ
る
低
利
融
資
制
度
な
ど
の
活
用

に
よ
り
、
中
小
企
業
の
経
営
の
安

定
を
図
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
本
年
度
は
市
の
預
託
金
を
増

額
し
、
さ
ら
に
無
利
子
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
貸
付
利
率
を
引
き
下

げ
る
よ
う
関
係
機
関
と
積
極
的
に

協
議
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
商
庖
街
の
共
同
施
設
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
等
に
つ
き
ま
し
で

も
、
県
・
市
の
制
度
活
用
を
指
導

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

工
業
:
:
:
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
技
術
支
援
の
活
用
指
導
と

と
も
に
、
地
場
産
業
の
振
興
に
努

力
し
ま
す
。

市
街
地
再
開
発
:
:
:
ロ
l
ド
サ
イ

ド
型
庖
舗
や
郊
外
大
型
庖
舗
の
出

庖
な
ど
都
市
間
競
争
が
進
む
な
か
、

中
心
市
街
地
の
再
開
発
に
向
け
て

道
路
等
公
共
施
設
の
整
備
を
行
い
、

市
の
顔
と
な
る
魅
力
あ
る
中
心
市

街
地
づ
く
り
に
、
地
元
商
庖
街
等

と
官
民
一
体
と
な
り
努
力
し
ま
す
。

企
業
誘
致

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
る
景

気
回
復
の
見
通
し
が
不
透
明
の
状

況
で
す
が
、
半
導
体
業
界
は
、
若

干
、
回
復
の
兆
し
も
見
え
は
じ
め

て
い
ま
す
。
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
に

'1 

在
宅
福
祉
対
策
と
し
て
は
、
「
在
宅

寝
た
き
り
老
人
等
介
護
見
舞
金
」

「
重
度
心
身
障
害
者
見
舞
金
」
の
増

額
と
同
時
に
、
緊
急
通
報
装
置
、
特

別
養
護
老
人
ホ
l
ム
の
利
用
、
お
よ

び
虚
弱
老
人
等
の
通
所
に
よ
る
老

人
施
設
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
す
こ
や
か
福
祉
基
金
の

果
実
を
よ
り
有
効
に
活
用
し
、
老

人
住
宅
改
造
等
助
成
事
業
を
本
年

度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

一
方
、
乳
幼
児
・
少
子
化
対
策
と

し
て
、
第
三
子
以
上
の
保
育
料
の

無
料
化
を
実
施
し
、
父
子
対
策
と

し
て
は
県
内
に
先
が
け
て
「
父
子

医
療
」
の
助
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

設
に
つ
い
て
は
、
木
の
ぬ
く
も
り

を
生
か
し
、
自
然
と
調
和
し
た
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

生
涯
学
習
と

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

社
会
教
育
行
政
・
・
・
・
・
・
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
学
び
あ
う
社
会
づ
く
り

推
進
事
業
を
実
施
し
、
地
域
に
根

ざ
し
た
生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め

ま
す
。青
少
年
問
題
に
つ
い
て
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
杜
会
環
境
の
浄
化

や
非
行
防
止
な
ど
青
少
年
の
健
全

育
成
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
文
化
の
振
興
と
文

化
財
の
保
護
顕
彰
な
ど
に
鋭
意
努

力
し
、
地
域
文
化
の
発
展
向
上
に

は
、
現
在
、
コ
マ
ツ
電
子
金
属
鮒

を
は
じ
め

5
杜
が
進
出
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
経
営
努
力
を
行
う
な
ど
で

着
実
な
成
長
を
み
せ
て
い
ま
す
。

本
年
後
半
頃
に
は
景
気
の
回
復

が
期
待
さ
れ
る
の
で
、
ハ
イ
テ
ク

パ
l
ク
用
地
に
研
究
開
発
や
航
空

機
の
関
連
産
業
等
の
企
業
誘
致
に

全
力
を
傾
注
し
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

事
業地方

拠
点
法
に
基
づ
き
、
昨
年
、

地
域
振
興
整
備
公
団
の
事
業
と
し

て
念
願
の
全
国
第
一
号
の
事
業
採

択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
住
民
に
は
、
い
よ
い
よ
オ
フ
ィ

ス
パ
ー
ク
大
村
の
造
成
工
事
等
が

開
始
さ
れ
、
平
成
9
年
3
月
に
は

完
成
の
予
定
で
す
の
で
、
東
京
一

極
集
中
の
本
社
機
能
を
有
す
る
オ

フ
ィ
ス
等
の
誘
致
に
は
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村

の
計
画
区
域
内
に
第
3
セ
ク
タ
ー

を
設
立
し
、
国
際
会
議
場
等
を
有

す
る
中
核
支
援
施
設
「
大
村
国
際
一

交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
の
準
備
べ

を
進
め
、
平
成
9
年
4
月
の
営
業

開
始
を
目
標
に
、
本
年
度
は
施
設

の
基
本
計
画
お
よ
び
実
施
設
計
を

行
う
予
定
で
す
。

競
艇
事
業

景
気
低
迷
が
長
期
化
、
深
刻
化

す
る
社
会
情
勢
の
な
か
、
入
場
者

も
伸
び
悩
み
、
対
前
年
度
比
売
上

げ
8
%
減、

1
人
当
り
購
売
額
も

5
・
8
%
減
と
い
う
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
身
近
に
楽

し
む
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
と
し
て
共
通

会
員
制
電
話
投
票
シ
ス
テ
ム
の
実

施
、
専
用
場
外
発
売
施
設
等
の
広

域
発
売
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
め
ざ
し
、
既
存
フ
ァ
ン
は
も
と

よ
り
新
規
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
図
り

売
上
げ
向
上
に
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
フ
ァ
ン
ニ

l
ズ
に
沿
っ

た
施
設
の
快
適
性
の
向
上
や
、
公

正
安
全
な
レ
l
ス
を
提
供
で
き
る

レ
l
ス
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

健
康
で
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

福
祉
都
市
を
め
ざ
し
て

健
康
の
保
持
・
増
進

「
健
康
」
で
「
安
心
」
と
「
生

き
が
い
」
の
持
て
る
地
域
社
会
づ

く
り
の
た
め
、
総
合
健
康
診
査
を

努
め
ま
す
。

特
に
、
保
存
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
旧
楠
本
正
隆
屋
敷
を
開
館

さ
せ
る
と
と
も
に
、
歴
史
博
物
館

建
設
の
基
本
設
計
策
定
に
着
手
し
、

魅
力
あ
る

「歴
史
の
ま
ち
大
村
」

ぞ
つ
く
り
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

体
育
行
政
・
・
・
・
・
・
老
朽
化
し
た
市
民

プ
l
ル
の
移
転
建
設
・
陸
上
競
技

場
本
部
棟
の
改
築
・
補
助
グ
ラ
ン

ド
ほ
か
ナ
イ
タ
ー
使
用
の
カ

l
ド

化
な
ど
体
育
施
設
の
整
備
充
実
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
益
金
を
活
用
し
選
手
の

派
遣
、
強
化
、
指
導
者
の
養
成
等

を
促
進
し
て
、
競
技
力
の
向
上
と

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
を
推
進

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル

大
村
市
多
目
的
ホ
l
ル
建
設
協

議
会
の
答
申
に
基
づ
き
基
本
構
想

を
策
定
し
、
平
成
6
年
度
中
に
、
基

本
計
画
、
実
施
設
計
業
務
の
委
託

を
経
て
平
成

7
年
度
着
工
、

8
年

度
完
成
に
向
け
鋭
意
推
進
し
ま
す
。

国
際
交
流
の
推
進

次
代
を
担
う
青
少
年
の
国
際
的

視
野
を
広
げ
、
世
界
の
人
々
と
市

民
が
直
接
結
び
つ
き
、
友
情
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
中
心
と
し
て

設
立
し
た
大
村
国
際
交
流
協
会
を

引
き
続
き
強
力
に
支
援
し
ま
す
。

さ
て
、
叩
数
年
来
、
中
国
上
海

は
じ
め
と
す
る
老
人
保
健
や
母
子

保
健
・
食
生
活
改
善
事
業
を
推
進

し
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

参
加
の
「
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
」

件
1

、

車

県
と
の
友
好
を
基
盤
に
、
青
少
年

交
流
・
農
業
交
流
・
経
済
交
流
等

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
3

月
、
上
海
県
と
関
行
区
が
合
併
し

新
し
く
閲
行
区
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
上
海
県
と
同

様
今
後
と
も
引
き
続
き
積
極
的
な

交
流
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

な
お
、
本
年
3
月
に
は
中
国
へ

少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
l
ム
を
派
遣
し
、

ま
た
、
本
年
度
は
中
国
か
芯
サ
ッ

カ
ー
チ
l
ム
を
本
市
へ
招
轄
し
ま

す
の
で
、
市
民
あ
げ
て
歓
迎
し
交

流
を
深
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
他

電
子
計
算
行
政

電
算
情
報
業
務
に
つ
い
て
は
、

税
情
報
部
門
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
を
稼
働
さ
せ
、
窓
口
で
の
更

正
や
納
付
書
・
証
明
書
発
行
な
ど

の
即
時
処
理
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
業
務
窓
口
で
の
手

続
き
や
相
談
な
ど
へ
の
対
応
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
福
祉
総
合
シ
ス

テ
ム
に
着
手
し
、
よ
り

一
層
迅
速
ト

で
正
確
な
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。
一



カメラ

スポット

企リサイクル作昂などスラリ

(3/5・市コミセン〉
会員の日ごろの活動成果を発表す

る生活展ガ3月5日¥市コミセンで
開かれました。

大村生活学校(J11里和子代表〉ガ

包年開催しているもので¥布の給本¥

戸ートフラワー¥パッチワ フ¥紙

ねんど¥再生日利用の衣料自などの

任届展示をはじめ¥みそ汁の濃度テ

ストも行われていました。

また¥農産加工面や雑貨日などの

チャリティー即売もあり¥開場と同

時に多くの人ガ詰めかけ¥終始にぎ

わっていましだ。

企大村湾、沿岸スッキリ

(3/13.大村公圏先沿岸〉

大村湾をきれいにしようと3月13日¥大村公匿
先沿岸を主会場に大村j輩、沿岸一斉清掃ガ行われ¥

海岸線もスッキリとなりました。

大村湾をきれいにする会大村安部主催で¥包年¥

春 ・重の年2口実施をされている沿岸清掃¥毎回¥
多くのゴミガ回収されます。

この巳も\~拐なら合成洗剤を追放する大村市

連絡会や般市民など約70人ガ参加¥岸に打ち上
げられている漂流物や空き缶¥ビニール袋などを

拾い集めるなど¥環境美化活動に汗を流しました。

hv
作
法
も
パ
ッ
チ
リ
(
2
/ジ
・勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
)

大
村
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
若
者
に

よ
る
ヤ
ン
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ガ

2
月
ジ
日
¥
同
ホ

ー
ム
で
聞
か
れ
¥
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

働
く
若
者
に
¥
余
暇
を
利
用
し
て
文
化
活
動
等
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
設
け
ら
れ
て
い
る
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
。
会
場
に
は
¥
書
や
生
花
¥
紙
粘
土
¥
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク

¥

戸

ト

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
¥
会
員
の
数

々
の
労
作
ガ
展
示
さ
れ
だ
ほ
か
茶
会
も
あ
り
¥
訪
れ

疋
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
だ
。

4、

曹、

雪
A
U

軒
ト
ゑ
主
主
協

一-

i母
致

事

一

件
習
し客
三
世
会
巾
戸
時
一
一

サ
ニ
占
雷

攻

紘

臨

ぶ
居
M

日正
度
A
T

場

帽

企
子
供
の
生
の
声
続
出

(2
/
ジ

・
市
コ
ミ
セ
ン
)

青
少
年
健
全
育
成
研
究
大
会
ガ
2
月
ジ
日
¥
市
コ
ミ

セ
ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
大
会
は
F

理
年
開
か
れ
て
い
ま
す
ガ
¥
〈
ラ
回

は
初
め
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
に
よ
る
子
ど
も
会
議
を

開
催
。
小
・
中
学
生
お
よ
び
¥
親
代
表
ら
罰
8
人
ガ
パ

ネ
リ
ス
ト
と
な
り
¥
家
田
修
さ
ん
の
司
会
で
¥
大
村
の

現
状
・
将
来
像
を
話
し
合
い
ま
し
だ
。

「
同
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
受
流
の
で
き
る
都
市
づ
く
り

を
」
「
企
業
誘
致
で
働
く
場
を
L

な
ど
¥
大
村
市
の
将

来
像
を
毘
極
め
芝
生
の
声
ガ
続
出
し
ま
し
た
。

こ
の
後
¥
小

・
中内平
井
工
(白
人
に
よ
る
少
年
の
意
見
発

表
会
な
ど
も
あ
り
¥
〈
云
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
ガ
送
ら
れ

て
い
ま
し
た。

h
F
気
合
を
入
れ
て
(3
/
6
・
市
民
体
育
館
)

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
ろ
う
と

3
月

6
日
開
催
さ
れ
た
防
火
少
年
剣
道
大
会
。
市

内
の
少
年
剣
士
約

4
5
0人
ガ
参
加
。
気
合

の
入
っ
た
か
け
声
、
ガ
館
内
に
響
き
渡
っ
て
い

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
叡
称
略
)

団
体
・
・・
①
天
真
②
放
虎
原
③
微
神
堂

個
人

・
小
学
生
・:
①
入
口
真
哉

(
剣
西
)

②
中
山
雅
仁

(
鈴
田
)
③
井
手
荘

(微
神
堂
)

・
中
学
男
子
・:
⑦
井
上
裕
介
(
今
村
)
②
大

川
内
匡
史
(
放
虎
原
)
③
上
野
和
也
(
植
松
)

・
中
学
女
子:・
①
鈴
木
干
穂
(
田
下
)
②
中

村
栄
美
子
(
剣
西
)
③
稲
富
裕
子
(
中
央
〉

す
L

犬
小
司法王
夜
会
協

土ハ
e
d

込
む

大
将
小
技
正
使
令
M
可

土
h

」

w
w
悲
す
e

広報おおむら平成6年4月号

V日ごろの活動成果披露
(3/6¥3/12・13なかちく公民館〉

現在¥中地区公民舘では約70団体¥オ， 200
人ガ文化活動の場として定例的に利用しています

ガ¥その活動成果を発表しようというなかちく公

民館まつりD

3月6日Ict¥詩ちゃ大正琴¥民踊¥日舞¥剣詩

舞¥合唱、体操¥ダンスなどを披露しだ舞台発表。

1 2日~13日の同日は\書や絵画\工芸日\ 写真

などの展示のほか¥着物着付実演¥茶会¥生花な

どガあり¥期間中たいへんにぎわいました。

ボ向マ、
ν
ー・・・・

つ
マ
守
博
ゃ
く
対
応

H
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト
H

-6 -

独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
と
、

通
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
ホ

ッ
ト
ラ

イ
ン

(緊
急
直
通
電
話
)
で
結
ぶ

「
N
T
T
緊
急
・
相
談
通
報
シ
ス

テ
ム
」
が
、

2
月
幻
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
清
和
園
で
開
通
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ペ

ン
ダ
ン

ト
式
に
な
っ
た
ボ
タ
ン
を
押
す
こ

と
で
、
近
隣
の
協
力
者
あ
る
い
は
、

今
回
設
置
し
た
セ
ン
タ
ー
に
通
報

さ
れ
、
素
早
い
緊
急
救
命
措
置
が

行
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

受
話
器
を
取
ら
ず
に
通
話
も
可

能
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
は
お
年

寄
り
の
日
常
生
活
情
報
が
入
力
さ

れ
て
い
る
た
め
、
多
種
多
様
の
相

談
に
対
応
が
で
き
、
従
来
の
福
祉

電'

労
働
基
準
法
の
改
正

緊急・相談通報システムのスタートを祝

い、お年寄りと電話交信する松本市長

( 2/22・清和国)

電
話
、
近
隣
協
力
者
へ
の
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
や
ベ
ル
な
ど
に
よ
る
通
報
体

制
を
一
歩
前
進
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム

と
い
え
、
地
域
に
密
着
し
た
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

緊
急
・
相
談
通
報
セ
ン
タ
ー
は
、

養
護
老
人
ホ
l
ム
「
清
和
園
」
に

設
置
さ
れ
、
弘
時
間
体
制
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
初
人
、
平
成
7
年
度

末
ま
で
に
は
2
0
0
人
へ
の
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

開
通
式
で
は
、
松
本
市
長
が
テ

ス
ト
通
報
を
し
た
お
年
寄
り
と
会

話
を
交
わ
し
、
開
通
を
喜
ぶ
と
と

も
に
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

(.， 

法
定
労
働
時
間
は
週
刊
時
間
に

法
定
労
働
時
間
を
原
則
週
刊
時

間
と
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
し

た
労
働
基
準
法
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。

改
正
の
主
な
内
容

労
働
時
間
の
枠
組
み
の
変
更

週

ω時
間
労
働
制
を
平
成
6
年

4
月
1
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
、

一
定
の
規
模
、
業
種
の
事
業
に
つ

い
て
当
面
の
労
働
時
間
を
組
時
間

に
す
る
こ
と
な
ど
が
中
心
で
、
各

業
種
、
規
模
ご
と
に
法
定
労
働
時

間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

変
形
労
働
時
間
制
度
の
拡
充

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
法

定
労
働
時
間
に
つ
い
て
1
年
以
内

の
期
間
を
通
算
で
き
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

く
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す

休
日
労
働
の
割
増
率
の
変
更

休
日
労
働
の
割
増
率
が、

3
割

5
分
以
上
と
さ
れ
ま
し
た

(時
間

外
労
働
の
割
増
率
は
従
来
ど
お
り

2
割
5
分
以
上
で
す
)。

有
給
休
暇
の
勤
務
要
件
の
変
更

雇
い
入
れ
後
最
初
に
有
給
休
暇

を
付
与
す
る
際
の
勤
務
要
件
が
、

1
年
か
ら
6
か
月
に
短
縮
さ
れ
ま

す

(
2
回
目
以
降
の
付
与
の
際
の

勤
務
要
件
お
よ
び
、
平
成
5
年
9

月
初
日
以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る

人
の
取
り
扱
い
は
従
来
ど
お
り
)

な
お
、

3
0
0
人
未
満
の
事
業

場
に
対
す
る
猶
予
措
置
が
な
く
な

り
、
最
初
の
付
与
日
数
が
日

日

(
以
後
1
年
毎
に
1
日
増
加
し
、

加
日
が
限
度
)
と
な
る
ほ
か
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
つ
い
て
も
勤

務
日
数
に
応
じ
て
付
与
さ
れ
ま
す
。

郵

便

局

の

簡

保

資

金

郵
便
局
の
「
簡
易
保
険
積
立
金
」

は
、
市
町
村
な
ど
の
道
路
整
備
、

公
園
整
備
、
公
共
下
水
道
事
業
な

ど
の
資
金
の
一
部
に
充
て
ら
れ
て

お
り
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
「
簡
易
保
険
」
の
保
険

料
、
前
納
割
引
率
、
契
約
者
貸
付

利
率
の
改
定
が
実
施
さ
れ
る
そ
う

で
す
の
で
、
詳
し
く
は
郵
便
局
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

7 



市役所の機構が少し変わりますf

庁舎が手狭になり、増築されている市役所別館

⑥土木課の土木係ガ道路建設係と河川係とし O 

て2係に分かれ、維持係が道路維持係と名称

を変更します

道路建設係…道路、橋梁、港湾の新設改良の業

務を担当します。

河 川| 係…河川排水の新設改良・維持補修な O 

どの業務を担当します。

複雑多様化する社会情勢の中、これに対応し、よ

り充実した業務にしようと、 4月1日から市役所の

一部の機構が変わりますO

窓口が変わるところがあり皆さんには大変ご迷惑

をおかけしますが、よろしくご王里解をいただき、お

間違いのないようにお願いしますO

①環境衛生課ガ環境保全課となります

環境保全係…自然保護、建築協議、生活排水対

策などの業務を担当します。

環境対策係…公害防止対策、市民大清掃、畜犬、

墓地などの業務を担当します。

(従来の保健衛生係は環境保全課および健康増進課

へ組み入れます)

②福祉課に庶務係が新設されます

民生・児童委員、戦傷病戦没者原爆被爆者等の

援護、共同募金会、日赤などの業務を担当しま

す。

(従来の福祉係が福祉係と庶務係に分かれます)
⑦教育委員会の機構の一部が次のように変更に

なります

O文化課が新設されます
O ③生活福祉部に次の課(室)が新設されます

文化、芸術、文化財などに関する業務を担当

します。また歴史博物館建設準備室と市民会

館を管轄します。

(従来の社会教育課が社会教育課と文化課に分かれ

ます)

0体育課ガスポーツ振興課と名称を変更し

ます

機構の変更に伴う課および係の配置場所、また、

増築中であった別館棟の利用については、まだ調整

中のところもあり、詳しくは 5月号でお知らせする

予定ですが、 4月から移動する課・係もありますの

で、詳しいことや不明な点は総務課へお尋ねくださ

し)0

O 

O 

0高齢者対策室・・・主にいままでの福祉課老人福

祉係の老人の福祉に関する業務を担当します。

0健康増進課

予防係…予防接種、結核・伝染病予防、

献血など健康対策に関する業務

を担当します。

健康増進係-一母子保健、乳幼児健診、健康相

談など健康づくりの業務を担当

します。

(従来の保健衛生係の一部が入ります)

④農林水産課の農政係と畜産係ガ統合し農業振

興係となります

⑤耕地課に業務係が新設されます

主に農業集落排水事業の業務を担当します。
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o 
国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

定
額
保
険
料

、.

4.

，-E
E
 

付
加
保
険
料

、..
 

aEE-----

4
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料

が
変
わ
り
ま
す
。

年
金
額
が
物
価
上
昇
な
ど
に
合

わ
せ
て
毎
年
増
額
さ
れ
て
い
く
た

め
に
、
そ
の
と
き
ど
き
の
年
金
額

に
見
合
っ
た
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
世
代
と
世

代
が
順
送
り
に
支
え
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

す
べ
て
の
人
が
、
豊
か
な
老
後

1
0
0
円

5
0
0
円

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
保
険
料
の
引

き
上
げ
、
納
付
に
つ
い
て
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
り
引
き
さ
れ
ま
す
f

平
成
6
年
度
分
の
保
険
料
を
4

月
中
に
一
括
し
て
前
納
す
る
と
、

毎
月
納
め
る
手
数
も
は
ぶ
け
ま
す

し
、
月
々
納
め
る
額
よ
り
も
安
く

な
り
ま
す
。

'エィグ
f二，子、ノL

大村市国民年金写真コンテスト入賞作品

特選「孫」

樋口覚さん(久原2丁目)の作品

月
々
納
め
る
と

1
3
3
、
2
0
0

円

(
1
1
、
1
0
0
円
×
ロ
か
月
)

前
納
す
る
と
1
2
9
、
9
9
0
円

で
割
引
額
は
3
、
2
1
0
円
で
す

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

平
成
5
年
度
分
の
保
険
料
は
、

4
月
お
日
闘
を
過
ぎ
る
と
お
手
持

ち
の
納
付
書
で
は
納
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
納
め
ま

し
ょ
、
っ
。

大村市医師会障環痛理懇話会

組放表明喝を包ω
大
村
市
医
師
会
臨
床
病
理
懇
話

会
(
福
田
律
三
会
長
)
が
、

3
0
0

回
(
お
年
目
)
を
迎
え
、
こ
の
記

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
ヘ

年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

4
月
期
の
年
金
は
4
月
日
日
か

ら
郵
便
局
で
受
給
で
き
ま
す
。
年

金
を
受
け
取
っ
た
ら
す
ぐ
に
年
金

証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
を
年
金
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
に
は
、
返
信
用
封
筒
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

今
回
証
書
を
お
預
り
し
て
、

8

月
期
分
の
年
金
額
(
物
価
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
額
を
含
め
た
額
)
を
記

入
し
、

8
月
上
旬
に
送
り
ま
す
。

4
月
日
日
何
j

m
日

提
出
期
間

柄今
回
提
出
の
必
要
ガ
な
い
人

(
8月
の
定
時
届
時
に
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
)

-
平
成
5
年
8
月
j
6年
7
月
ま

で
全
額
支
給
停
止
に
な
っ
て
い

る
人
。

-
他
の
公
的
年
金
が
あ
る
た
め

一

部
支
給
に
な
っ
て
い
る
人
口

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
年
金

持

f-

，¥JIIIP田明町 了 .!-，;_~ I を

300回達成を記念して聞かれた臨床病理懇話
会記念式典 (2/16・長崎インターナショナルホテル)

念
式
典
が
2
月
日
日
、
市
内
ホ
テ

ル
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

臨
床
病
理
懇
話
会
は
、
昭
和
弘

年
ロ
月
発
足
以
来
毎
月
1
回
、
休

む
こ
と
な
く
、
国
立
長
崎
中
央
病

院
、
大
村
市
立
病
院
、
市
内
医
療

機
関
の
医
師
が
集
ま
り
、
病
気
で

亡
く
な
ら
れ
た
症
例
に
つ
い
て
C
-

T
や
超
音
波
な
ど
の
画
像
診
断
、

臨
床
検
査
成
績
、
臨
床
所
見
と
治

療
に
よ
る
経
過
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
討
論
し
、
各
自
の
最

終
臨
床
診
断
と
病
理
診
断
を
比
較

し
て
、
医
療
に
か
か
わ
る
者
の
厳

し
さ
と
、
医
学
知
識
の
向
上
と
練

磨
を
目
指
し
て
い
る
研
究
会
で
す
口

医
師
の
生
涯
教
育
の
模
範
と
し

て
、
昭
和
臼
年
日
本
医
師
会
最
高

優
功
賞
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
研
究
会
の
絶
え
ざ
る
努
力
は
、

地
域
医
療
の
発
展
に
す
ば
ら
し
い

貢
献
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す。

消
火
活
動
協
力
で
表
彰

大
村
消
防
署
は
3
月
5
日
、
杭

出
津
1
丁
目
の
浅
田
和
仁
さ
ん

(
げ
歳
)
を
、
初
期
消
火
協
力
功

労
で
表
彰
し
ま
し
た
。

2
月

n日
、
天
ぷ
ら
鍋
の
油
が

発
火
し
て
住
居
火
災
が
発
生
。
そ

れ
に
気
付
い
た
近
所
に
住
む
浅
田

さ
ん
は
、
適
切
な
判
断
と
行
動
で

消
火
活
動
に
あ
た
り
、
台
所
の

一

部
を
焼
い
た
だ
け
で
、
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
た
と
い
う
も
の

で
す
口
こ
の
一
帯
は
、
建
物
が
並
ぶ
超

密
集
地
で
、
あ
わ
や
大
惨
事
と
な

る
恐
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

表
彰
式
は
県
消
防
学
校
で
あ
り
、

岩
本
署
長
が
消
火
協
力
を
た
た
え

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

消火活動協力で表彰を受けた浅田さん

(右から2人目) (3/5・県消防学校)
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柳

正

さ

ん

(
久
原
2
丁
目
・
関
歳
)

ほ
と
ん
ど
休
み
な
し

H

軟
式
野
球
コ
ー
チ
H

折
り
方
¥
実
に
さ
ま
ざ
ま

お

紙
11 

~、『目、

吉
良
嘉
代
子
さ
ん

(
松
並
2
丁
目
・
紙
切
歳
)

['， 

司1

広報おおむら平成6年4月号

井上さん家族(黒木町)

なかよし家族

右
か
ら
精
一
さ
ん
側
、
勝
則
さ
ん
岡
、
千
代
美
ち
ゃ
ん

ω、
圭
介
く
ん

ω、

照
美
さ
ん
刷
、
道
子
さ
ん
州
、
の
ぞ
み
ち
ゃ
ん
判

旭
ク
ラ
ブ
の
コ

l
チ
と
し
て
、

子
供
た
ち
と
一
緒
に
汗
を
流
さ
れ

る
柳
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
、
チ
ー

ム
の
子
供
た
ち
を
全
日
本
学
童
軟

式
野
球
大
会
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
全
国
大
会
な
ど
に
、
幾
度

と
な
く
導
く
な
ど
、
優
れ
た
指
導

力
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

旭
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
生
で
構
成

さ
れ
て
い
る
軟
式
野
球
チ

i
ム。

や
る
気
・
本
気
・
根
気
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
田
方
監
督
ら
と
と
も
に
日
々

指
導
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、

サ
ッ
カ
ー
ブ
l
ム
が
影
響
し
て
か
、

野
球
少
年
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

部
員
獲
得
に
頭
が
痛
い
と
の
こ
と
。

コ
ー
チ
に
な
っ
て
約
日
年
、
ほ

私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超

え
た
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が

で
き
る
「
お
り
紙
」
。
吉
良
さ
ん

の
周
り
に
は
い
ろ
ん
な
作
品
が
飾

ら
れ
て
あ
り
、
訪
れ
る
人
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

一
枚
の
紙
を
連
ら
ね
て
俳
誌
連

鶴
、
ハ
サ
ミ
を
入
れ
な
い
不
切
お

り
紙
、
い
く
つ
も
の
組
み
合
わ
せ

で
作
る
ユ
ニ
ッ
ト
お
り
紙
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
紙
、
広
告

紙
な
ど
材
料
も
豊
富
で
す
。

花
や
行
事
な
ど
四
季
折
々
の
も

の
、
人
物
、
動
物
、
時
代
に
添
っ

た
も
の
な
ど
、
飾
り
物
と
し
て
楽

し
ん
だ
り
、
最
近
で
は
動
か
し
て

楽
し
む
お
り
紙
も
で
き
る
よ
う
に

f 

私
の
家
族
を
紹
介
し
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
お
米
や
野
菜
な
ど
を
作
っ
て

私
達
に
食
べ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
と
そ
う
業
で
、

い
つ
も
ペ
ン
キ
の
つ
い
た
服
を
き

て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ

ん
は
美
容
業
で
、
田
下
に
庖
を
開

い
て
い
ま
す
。
私
も
大
き
く
な
っ

た
ら
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

美
容
の
仕
事
を
し
た
い
で
す
D

妹
と
弟
は
ち
ょ
っ
と
な
ま
い
き
で

す
が
、
や
っ
ぱ
り
か
わ
い
い
で
す
。

け
ん
か
も
と
き
ど
き
す
る
け
ど
、

そ
ん
な
家
族
が
大
好
き
で
す
口
(
千
代
美
)

と
ん
ど
毎
日
が
練
習
に
当
て
ら
れ
、

本
業
(
自
営
業
)
は
そ
っ
ち
の
け

に
す
る
こ
と
が
多
い
。
「
こ
れ
が

生
き
が
い
だ
か
ら
・
:
」
と
言
わ
れ

る
も
の
の
、
な
か
な
か
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
増
し
に

上
達
す
る
子
供
た
ち
の
姿
が
、
柳

さ
ん
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
お

ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
町
内
会
の
副
会
長

や
老
人
会
長
と
し
て
地
域
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
。
ま
た
、
シ
ニ

ア
ソ
フ
ト
大
村
互
寿
会
に
所
属
す

る
な
ど
忙
し
い
毎
日
を
送
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
す
ま
す
ご
壮
健
で

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

グラッパFC

nu --

員
が
、
試
合
中
息
も
上
が
ら
ず
に

走
り
回
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
l
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト

で
も
あ
る
全
員
攻
撃
・
全
員
守
備

の
ト
ー
タ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、

4
月
3
日
の
市
民
サ
ッ

カ
ー
大
会
上
位
入
賞
を
目
標
に
、

チ
l
ム
一
丸
と
な
り
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

練
習
は
、
毎
週
水
曜
日
(
午
後

7
時
初
分
j
9
時
)
に
、
郡
中
学

校
ま
た
は
、
補
助
グ
ラ
ン
ド
で
行
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
に
興
味

の
あ
る
人
は
見
学
に
来
て
く
だ
さ

し連
絡
先

な
り
、
子
供
に
も
人
気
が
あ
る
。

現
在
、
中
地
区
公
民
館
で
一
般

対
象
の

「折
鶴
会
」
の
講
師
を
は

じ
め
、
子
供
や
親
子
対
象
の
教
室
、

お
は
な
し
の
会
の
中
で
も
、
幼
児

や
低
学
年
に
指
導
さ
れ
る
な
ど
、

活
動
は
活
発
。

高
齢
者
の
人
は
手
先
を
動
か
す

こ
と
で
ボ
ケ
防
止
に
、
幼
児
や
低

学
年
な
ど
若
い
人
は
創
造
力
が
豊

か
に
な
る
と
い
う
お
り
紙
。
吉
良

さ
ん
は
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
健
康
体
操
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
も
所
属
、

広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
永
(
宮
@
3
4
7
9
)

グ
ラ
ッ
パ

F
C
は
、
昨
年
の

J

リ
l
グ
閉
幕
と
と
も
に
正
式
に
チ
ー

ム
を
作
り
、
今
、
大
村
の
地
域
リ
ー

グ
結
成
に
向
け
て
地
道
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
結
成
時
は
、
サ
ッ
カ
ー

経
験
者
が
少
な
く
ル
1
ル
の
理
解

お
よ
び
基
礎
練
習
か
ら
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
で
は
メ
ン
バ
ー
全

¥)主

t 

え¥t

.. i 

一一鵬乙ちら自由席ι一一
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
と
池
田

さ
ん
に
花
束
を
贈
る
松
本
市
長
岡

(
3
/
日
・
慈
恵
荘
)

池田ハルさん(明治26年3月10日生まれ)が101

歳を迎えられ、松本市長は同日、入所先の慈恵荘

(東大村2丁目)を訪れ、長寿を祝いました。

池田さんは、目・耳が多少弱っておられるもの

の、車椅子を利用し、食堂までの移動は自分でで

きるほど元気。「おかげさまでまだまだ長生きし

ておりますjとことばを述べられると、松本市長

は 「いつまでもお元気でおすごしくださいJと励
まし、花束を贈りました。

現在、市内の100歳以上の長寿者は 3人、

うち101歳到達者は2人です。

その

池田ハルさん 101歳

大
村
神
社
に
建
つ
最
後
の
藩
主
大
村

純
照
公
の
鍋
像

新
性
を
も
っ
た
藩
主
で
し
た
が
、
藩
の
重

臣
た
ち
か
ら
は
必
ず
し
も
喜
ん
で
迎
え
ら

れ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

維
新
の
三
十
七
士
の
登
場
。
勤
王
の
思

想
家
、
松
林
飯
山
の
暗
殺
。
藩
を
ゆ
る
が

す
大
村
騒
動
に
よ
り
、
純
照
は
保
守
派
を

一
掃
、
薩
摩
、
長
州
と
の
連
合
に
よ
り
討

幕
を
決
意
し
ま
す
。

明
治
2
年
、
大
村
藩
知
事
、

4
年
に
大

村
県
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
小
学
校
、
中
学

校
の
創
立
、
子
弟
教
育
の
た
め
の
奨
学
制

度
を
設
け
る
な
ど
、
育
英
事
業
や
郷
土
振

興
事
業
に
尽
力
し
ま
し
た
。

玖
島
城
本
丸
跡
に
あ
る
大
村
神
社
は
サ

ク
ラ
の
咲
く
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ

の
左
側
に
、
洋
書
を
片
手
に
ま
さ
に
歩
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
純
照
公
の
銅
像
が
建
っ

て
い
ま
す
。

4
1ム

唱

E
i

最後の慧主
すみひろ

大村純!照公

大村着

ペ
リ
l
の
来
航
で
日
本
中
は
大
騒
動
。

勤
玉
、
佐
幕
、
相
争
、
っ
中
、
大
村
藩
第
ロ

代
藩
主
と
し
て
登
場
し
た
の
が
純
照
で
し

た
。
早
く
か
ら
西
洋
の
学
問
を
学
び
、
革



健
康
チ
ェ

ッ
ク
し
て
ま
す
か

成
人
病
と
い
う
病
気
は
¥
特
定
の
病
気
を
さ
す
の
で
は
な
く
¥

成
人
し
た
人
び
と
に
多
発
す
る
慢
性
病
を
総
称
し
ま
す
。
高
血
圧
¥

脳
卒
中

¥ω
臓
病
¥
糖
尿
病
¥
動
脈
硬
化
¥
が
ん
な
ど
ガ
含
ま
れ

ま
す
。

と
こ
ろ
が
困
っ
た
こ
と
に
、
成
人
病
の

初
期
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
自
覚
症
状
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

軽
い
疲
労
感
程
度
。
そ
の
た
め
早
期
発
見

が
し
に
く
く
、
い
つ
の
間
に
か
悪
化
し
て

い
て
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
手
遅
れ
と
い

う
ケ
l
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。

健
康
診
査
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
に
よ
る

定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
な
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

一総
合
健
康
診
査

対
象
者

ω歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど
で

健
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容
基
本
健
康
診
査
(
問
診
、
血
圧
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、

心
電
図
な
ど
て
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大

腸
が
ん
検
診

負
担
金

1
、
0
0
0
円
(
老
人
医
療
受

給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護

者
、
利
用
券
提
出
者
を
除
き
ま
す
)

婦
人
が
ん
検
診

対
象
者
初
歳
以
上
の
女
性

内
容
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診

負
担
金
子
宮
が
ん
1
、
0
0
0
円
(
体

が
ん
7
0
0
円
増
)
、
乳
が
ん
4
0
0
円

(
老
人
医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
、
生
活
保
護
者
、
利
用
券
提
出
者
を
除

き
ま
す
)

実
施
期
間
い
ず
れ
の
検
診
も
4
月
1
日

か
ら
平
成
7
年
3
月
白
日
ま
で
(
祝
祭
日

( 

，( 

を
除
き
ま
す
)

※
詳
し
く
は
健
康
増
進
課
ま
で

実
施
医
療
機
関

-
総
合
健
康
診
査

お
お
つ
か
内
科
医
院
、
岡
内
科
医
院
、

川
本
内
科
医
院
、
琴
尾
医
院
、
近
藤
医
院
、

津
田
胃
腸
科
内
科
医
院
、
早
田
内
科
医
院
、

田
崎
医
院
、
寺
井
医
院
、
と
も
な
が
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
村
医
院
、
長
崎
医
院
、

長
野
病
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
原

医
院
、
フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
牧

山
医
院
、
松
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
松
永

医
院
、
南
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
南
野
内
科
消

化
器
科
医
院
、
山
下
外
科
医
院
、
与
那
城

医
院
、
吉
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

-
婦
人
が
ん
検
診

大
村
中
央
産
婦
人
科
医
院
、
お
び
産
婦

人
科
医
院
、
後
藤
産
婦
人
科
医
院
、
長
野

病
院
、
福
田
産
婦
人
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院

三
種
混
合
予
防
接
種

H
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
H

子
ど
も
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
年
間
を
通
じ
て
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

接
種
の
時
期
と
受
け
方

・
第
1
期
・
:
生
後
3
か
月
j

必
か
月
の
聞

に、

3
j
8
週
間
の
間
隔
で

3
回
接
種
し

ま
す
。
-
第
2
期
・
:
第
1
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

1
年
j

l
年
半
の
聞
に
1
回
接
種
し
ま
す
。

。

。

麻
し
ん

(
は
し
か
)

予
防
接
種

該
当
す
る
幼
児
生
後
四
か
月
j
η

か
月

ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い

幼
児
、
お
よ
び
、
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
幼
児

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
。
直
接
指
定

さ
れ
た
医
院
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

接
種
期
間

5
月
2
日
何
i
6
月

ω日
制

た
だ
し
小
児
科
医
院
で
は
、
年
間
を
通

じ

(
7
・
8
月
は
除
く
)
実
施
し
ま
す
。

お
願
い
・
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康

手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

-
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
後
は
、

約
1
か
月
間
ほ
か
の
予
防
接
種
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
各
病
院
で
ご
相
談
の
う

え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

( 

接
種
方
法
個
別
接
種
で
す
の
で
、
指
定

さ
れ
た
医
院
で
接
種
目
な
ど
を
直
接
ご
予

約
の
う
え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間

4
月
1
日
幽
j
来
年
3
月
白

日
到
お
願
い
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手

帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
田
川
小
児
医

院
、
近
藤
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、
与

那
城
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
須

田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦
人
科
内
科
医

院
、
牧
山
医
院

ロ

。
指
定
医
療
機
関

松
井
医
院
、
寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、

O
田
川
小
児
医
院
、
近
藤
医
院
、
と
も
な

が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
。
出
口
小
児
科
医

院
、
与
那
城
医
院
、
。
野
口
内
科
こ
ど
も

医
院
、

O
須
田
小
児
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院
、
原
医
院
、
牧
山
医
院
、

長
崎
医
院
、
渡
辺
医
院

(
O印
は
4
月
j
翌
年
3
月
〈
7
・
8
月

は
除
く
〉
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
)

O 

吋
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-
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-
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一
麻
し
ん
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と

一

一

は
し
か
は
誰
で
も
一
度
は
か
か
る
病
気

一

↑
で
、
一
度
か
か
る
と
強
い
免
疫
が
で
き
、

一

一
再
び
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

一

し
か
し
、
は
し
か
は
肺
炎
や
脳
炎
を
併

一

一
発
す
る
こ
と
も
あ
り
、
子
供
に
と
っ
て
重

一

一
い
病
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一

一

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
予
防
接
種
を
受

…

一
け
ま
し
ょ
う
。

一

「
I
‘

i
i
i
!
i
i
-
i
t
-
-
i
-
t
i
-
-
i
i
i
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耳、

投ポ
与リ
をオ
実ぶ
施号
し止
ま生
守ワ
ク
チ
ン
の

該
当
す
る
幼
児
・

生
後
3
か
月
j

必
か

月
ま
で
の
初
回
投
与
を
受
け
て
い
な
い
乳

幼
児
-
2
回
日
投
与
を
受
け
て
い
な
い
必
か
月

ま
で
の
乳
幼
児

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼

児

・

発
熱
、
下
痢

を
伴
う
急
性
疾
患
、
重
症
結
核
、
心
臓
血

管
系
疾
患
、
ま
た
は
、
病
後
衰
弱
栄
養
障

害
な
ど
の
乳
幼
児

-
麻
し
ん
等
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
1
か
月
、

ま
た
は
、
三
種
混
合
等
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
2
週
間
を
経
過
し
て
い
な
い
乳
幼

日じーノ・
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児

お
願
い
・

母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く

広報おおむら平成6年4月号

• 
だ
さ
い
0

・
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

-
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ま
せ
た
直
後
の
授
乳
、

飲
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

時
間

午
後
2
時
j
3
時

ポリオ投与実施日程

接種会場 接種 日

市コミセン 4月5日
菅瀬 出張所 ω 
西大村コミセン

4月6日
二 浦出張所

鈴田出張所
(水)

竹松出張所 4月7日
福重出張所 休)

中地区公民館 4月8日
松原出張所 位当

• 
• 

風しん任意予防接種

妊婦が妊娠初期に風しんにかかると、

先天性異常児(白内障、心臓奇形、難

聴など)が生まれる心配があります。

風しんにかかったことのない人や予

防接種を受けていない人は、妊娠前に

抗体検査を受け、抗体価の低い人は予

防接種を受けておき ましょう D

対象となる人 市内に住んでいる20歳
以上の女性

料金 自己負担

申し込み・問い合わせ

防係

接種病(医)院

大村中央産婦人科医院、おぴ産婦人

科医院、後藤産婦人科医院、長野病院、

福田産婦人科医院、桝本産婦人科内科

医院

健康増進課予

民
生
委
員
・
児
童
委
員
ガ

決
ま
り
ま
し
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
増
進
の
た
め
に

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相

談

く

だ

さ

い

。

(

敬

称

略

)

担
当
地
区

玖
島
3
丁
目
第
1

委
員
名
山
口
俊
光

(
玖
島
3
丁
目

5
7

1
番
地
1
0
6
2
@
3
1
9
8
)

平
成

6
年
度

季
語
輪切
羽田
会

あ
な
た
も
一
緒
に

手
話
を
習
い
ま
せ
ん
か
?

重
度
心
身
障
害
児

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

支
給
対
象
者

5
月
5
日
現
在
市
内
に
引

き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
に
該
当

す
る
重
度
心
身
障
害
児
と
同
居
し
て
介
護

し
て
い
る
保
護
者

-
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
重
度
の
身
体
障
害
児

-
児
童
相
談
所
ま
た
は
精
神
薄
弱
者
更
正

相
談
所
が
判
定
し
た
重
度
の
精
神
薄
弱
児

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
重
度
心
身
障
害
児

見
舞
金
額

1
0
、
0
0
0
円

申
込
期
間

4
月
1
日
倒
j
日
日
倒

期
間

5
月
日
日
j
平
成
7
年
3
月
ま
で

毎
週
水
曜
日

時
間

午
後
6
時
鈎
分
j
8
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

開
講
式

5
月
日
日
側
、
午
後
6
時
初
分

受
講
料

無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
、
参
考
本

等
別
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

係
(
内
線
1
5
7
)

百
回
止
果
一
口
回
止

土
1
・3
l
三
口
今
↑

4
4t

長
崎
県
殉
国
者

春
季
慰
霊
祭

日
時

4
月
幻
日
附
午
前
日
時
叩
分

場
所

長
崎
県
立
総
合
体
育
館
(
長
崎
市

油
木
町
)

必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
、
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

(
郵
便
局
以
外
の
も
の
)
、
印
鑑
ほ
か

申
請

・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
家
庭

係
(
内
線
1
5
3
)

身
体
障
害
者
の
自
動
車

操
作
訓
練
を
行
い
ま
す

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
と
社
会
活
動

の
促
進
を
図
る
た
め
、
自
動
車
の
操
作
訓

練
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
1
j
4
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
印
歳
未
満
の
人

訓
練
予
定
人
員

印
人

申
込
期
限

4
月
お
日
開

申
込
先

福
祉
課
福
祉
係
(
内
線
1
5
7
)

健康テレホふサービス
合 23-4646

4 月 白血球が少ない

月 火 胃切除後の注意

の 水 学校の保健室から
フー 木 コンタクトレンズを憤用するにあたって
/主¥ 不登校

マ土日 ぼうこう癌

思
給
欠
格
者

引

揚

者

の

皆

犠

ヘ

総
理
府
の
認
可
法
人
で
あ
る
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
で
は
、
思
給
欠
格
者
(
外

地
勤
務
の
経
験
が
あ
り
、
加
算
を
含
め
た

在
職
年
3
年
以
上
の
方
)
に
、
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状

・
銀
杯
な
ど
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
引
揚
者

(先
の
大
戦
の

終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引

き
揚
げ
て
き
た
方
の
う
ち
、
昭
和
必
年
法

律
第
1
1
4
号
に
よ
る
特
別
交
付
金
を
受

け
た
方
)
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す。

請
求
先

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務

第
1
課
な
お
、
請
求
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
福

祉
課
福
祉
係
(
内
線
1
5
6
)
へ
お
尋
ね

ト

く
だ
さ
い
。

一
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畜犬登録および狂犬病予防注射実施日程表

録登所場

狂犬病予防注射の

鳴 対象は生後91日以上の犬 勝

生
後
旧
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、

1
年
に
1
回
の
登
録
と
狂
犬
病
の

予
防
注
射
を
受
け
る
よ
う
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

手
数
料

(
1
頭
に
つ
き
)

登
録
手
数
料
2
、
2
0
0
円

注
射
料
金
2
、
3
0
0
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料
5
3
0
円

合
計
5
、
0
3
0
円

お
願
い
当
日
は
、
受
け
付
け
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
来
て
く
だ
さ
い
。

人
を
か
む
恐
れ
の
あ
る
犬
は
、

口
輪
を
付
け
て
来
て
く
だ
さ
い
。

初
め
て
会
場
に
こ
ら
れ
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
飼
い
主
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
犬
の
種
類
・
名
前
・

性
別

・
毛
色
・
大
き
さ
・
年
齢
を

正
確
に
記
入
の
う
え
、
受
け
付
け

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

富の原 1丁目児童体育館

富の原 2丁目公民館

赤佐古公民館

大村保健所

実施

大村市役所

木場公民館

今村公民館

溝陸公民館

三浦出張所

西部公民館

釜川内公民館

陰平下公民館

平町 (佐藤宅前)

鈴田出張所

上久原公民館

椎池公民館

松尾公民館

水計公民館

中地区公民館

寿古公民館

福重出張所

立福寺バス停

宮小路公民館

間

9:30~12:00 

時月日

4月11日

目)
。13 : 00 ~ 14 : 00 

14: 20~15 : 20 

9 : 30~ 9 : 45 

9:55~10:25 

10 : 40 ~ 11 : 00 

11: 10~11: 25 

11 : 40~ 11 : 50 

13 : 20~ 13 : 40 

14 : OO ~ 14 : 20 

14: 40 ~ 15: 20 

9 : 30~ 10 : 10 

10: 25 ~ 10: 40 

11 : OO~ 11 : 10 

11 : 30 ~ 11 : 50 

13: 30 ~ 16: 00 

9 : 30~ 9 : 50 

4月12日

(刈

4月13日

(水)

10 : 15~10 : 55 

11: 10 ~ 11: 30 

15: 05~15 : 40 

9 : 30~ 10 : 30 

13 : 20~ 13 : 40 

14 : 00 ~ 14 : 40 

4月14日

(木)

4月15日

幽

みれ3¥¥，--.看護体験

しマみませんか

長崎県看護協会大村東彼支部

5月8日から14日まで看護週間です。

これを機に、皆さんに I看護のlω を広く知ってい
ただくために、病院での看護体験を実施します。お気

軽にご応募ください。

申込期限 4月15日間

申し込み・問い合わせ

事務局(市立病院内合

@ 2 1 6 1内線203・
安達)

*5月12日(桐は、国立
川棚病院でも募集して

いますのでご連絡くだ

さい。

連絡先 (合0956⑫3

1 2 1内線1003・矢沢)

微神堂広場

上諏訪公民館

池田公民館

西大村コミセン

植松公民館

竹松出張所

大村農業改良普及所

堺町公民館

桜馬場 1丁目公民館

重井田 (今里宅前)

野岳湖バス停

東光寺公民館

松原出張所

武留路公民館

黒丸公民館

松山町公民館

黒木パス停

黒木小学校

久良原公民館

萱瀬出張所

南川内公民館

宮代公民館

農協萱瀬支所

大村市役所

大村保健所

ク

11: 00~12 : 00 

13: 00~15 : 30 

9 : 30~ 9 : 50 

10 : 20~ 10 : 50 4月18日

(月)
11 : 10~11: 50 

13 : 20~ 14 : 20 

議滋鯵獲惣盟鑑?設現臨務瀦溺綾誌議議縁家滋窓遺伝
14: 40~15: 40 

9 : 30~ 12 : 00 

13: 20~13 : 50 

14 : 15~14 : 35 

4月19日

(刈
15: 00~15 : 40 

9 ・ 30~ 9 : 50 

10 : 10~ 10 : 30 

10 ・ 45~11 : 00 

50 

40 

14 ・ 05~14 ・ 35

14 : 55 ~ 15 : 20 

10 ・ 00~10:15

10 

11 : 15~11 

13 : 20 ~ 13 

4月20日

(水)

25~10: 40 

11 ・ 20~11 : 50 

13 : 20~ 13 : 30 

14 : 40~15 ・ 20

9 : 30~ 12 : 00 

10 ・ 50 ~ 11 ・ 05

14 : 00~14 : 25 

4月21日

(木)

4月22日
佳)

看護体験日程

体験日 実施病院 時間 募集人員

5月10日(火) 中 j畢 病 院 1日中 6人

5月11日(水) 国立長崎中央病院 午後 15人

5月12日(木) 大村市立病院 午後 15人

5月12日(木) 貞 松 病 院 1日中 8人

-14-

5
月
か
ら
保
育
料
の
口
座
振
替

を
開
始
し
ま
す
。
毎
月
の
支
払
い

が
使
利
な
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

、
ν
な
お
、
入
所
児
童
の
保
護
者
の

方
に
は
、

4
月
中
に
口
座
振
替
依

頼
書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
福

祉
課
ま
た
は
、
各
金
融
機
関
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童
家
庭

r弘
hi-

13 : 20~ 15 : 00 



広報おおむら 平成 6年 4月号

多市民課の窓口業務のお知らせタ接
こんなと き いつまでに 届け出に 必 要なもの どこへ

子どもが生ま
出生届書、母子手帳、印鑑、国民健康保険証(加

れたと き
14日以内 入者のみ)、厚生年金手帳-社会保険証(加入者の

住所地、本籍地、出

み、児童手当の手続きに必要です)
生地の市町村役場へ

結婚したとき
できるだ

婚姻届書、双方の印鑑、戸籍抄本 (本籍が市外の
本籍地、住所地の市

け早く
人)、転出証明書 (該当者のみ)、国民健康保険証・

国民年金手帳(加入者のみ)
町村役場へ

死亡したとき 7日以内
死亡届書、印鑑、国民健康保険証・国民年金手帳

本籍地、届出人の住

(加入者のみ)
所地、死亡地の市町
村役場へ

※戸籍関係の届けには、このほか転籍、認知、養子縁組、離婚、養子離縁、入籍などがあり ます。

-住所ガ変われぼ

こんな とき いつまでに 届け出に必要 な もの どこへ

他の市町村から
14日以内

転出証明書、 印鑑、国民健康保険証・国民年金手

大村へ来たとき 帳(加入者のみ)

大村から他の市 転出する

町村へ移るとき 前に 市民課

大村市内で住所 印鑑、国民健康保険証 ・国民年金手帳(加入者の 各出張所

が変わったとき
14日以内

み)

世帯主変更や世

帯の分離合併

-戸籍・住民票などの証明ガいるとき

こんなとき 必要なもの どこへ

戸籍謄抄本・住民票
~n 鑑 市民課の写しがいるとき

各出張所

印鑑証明がいるとき 印鑑登録証

.印鑑登録の手続き

印鑑の登録申請は、登録したい印鑑(直径8ミリ以上25

ミリ 以下)を持って、 直接本人(本人である証明が必要)

が市民課で申請してください。

やむを得ない理由で、代理人が申請する場合は即日登録

はでき ません。

ー、

休日等の申請手続き

戸籍謄抄本の申請について

イ.休日・夜間申請受付ボックスの利用(市役

所玄関にあり ます)

ロ.郵便による申請(申請書手数料

円〉 切手貼付の返信用封筒)

※閉庁日の戸籍謄抄本の交付については、戸

籍法の制約もあり交付していません。

住民票の申請について

イ.休日・ 夜間申請受付ボックスの利用

ロ.電話予約による申請(勤務時間中に電話で

予約し、休日、土曜日、日曜日に当直室で交付)

ハ.郵便による申請

印鑑登録証明書の申請について

イ.電話予約による申請

く1通400

大
村
市
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
賞
受
彰

一

大
村
市
交
通
安
全
母
の
会
連
合

一
会
(
倉
光
順
子
会
長
)
が
、
交
通

一
安
全
優
良
団
体
と
し
て
側
全
日
本

一
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
を
受
け
ら

一
れ、

3
月
2
日
、
市
役
所
で
受
彰

一
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

母
の
会
は
、
結
成
以
来
日
年
余

り
に
わ
た
り
、
地
域
や
家
庭
に
お

け
る
交
通
安
全
に
果
た
す
母
親
の

役
割
に
着
目
し
、
子
供
の
事
故
防

止
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転

一
技
能
の
向
上
な
ど
組
織
を
あ
げ
て

一
積
極
的
に
取
り
組
み
、
交
通
安
全

活
動
に
多
大
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

交付申請書 ・届出書は印鑑が必要です。詳

しく は市民課へおたずねください。

受
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

る松
母本
の市
会長
すの (討
iち皆に
14さ受
ι ん彰

市豊
役十

|所会
-15 



4
月
は

「
土
地
月
間
」

で
す

平
成
6
年
の
地
価
公
示
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て

い
る
土
地
を
選
ん
で
、
そ
の
適
正

な
土
地
価
格
を
公
表
し
、
土
地
を

売
買
す
る
際
の
目
安
に
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
、
市
役
所
、
出
張
所

お
よ
び
図
書
館
で
簡
単
に
閲
覧
で

き
ま
す
。

ま
た
、
国
土
庁
で
は
、

4
月
の

「
土
地
月
間
」
に
地
価
公
示
普
及

の
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
し
て

圃

定

資

温
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
長
崎
県
土
地

対
策
課

(2
0
9
5
8
@
1
1
1

1
)
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

4
月
幻
日
閥
、
午
後
1
時

。
子
qu
ノフ
場
所

市
役
所
第
3
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
参
す
る
も
の

印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

乙
種
四
類
お
よ
び

試
験
の
種
類

丙
種
試
験
日

6
月
刊
日
側
、
午
前
日

時願
書
申
込
期
間

4
月
日
日
開
j

m日
倒
願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま

す
口
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
村
消

防
署
(
宮
@
4
1
3
8
)
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
専
門
官
採
用
試
験

(
大
学
卒
業
程
度
)

受
験
資
格

昭
和
位
年
4
月
2
日

j

必
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

5
月
9
日
開
j

m
日

課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
と

納
期
を
変
更
し
ま
す

3
月
号
で
も
縦
覧
期
間
の
変
更

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
課
税

台
帳
の
縦
覧
期
間
と
納
期
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

4
月
日
日
同

j
5
月

2
日
開
ま
で
(
場
所
は
税
務
課
)

時
間

午
前
8
時
初
分
j
午
後
5

時
日
分
ま
で

※
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

は
除
き
ま
す
。

※
本
人
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
状
ま
た
は
承
諾
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
納
期
・

1
期
日

5
月
日
日
開
j

乱
日

ωま
で

-
2
期
以
降
H
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
今
年
度
は
基
準
年
度
の
た
め
、

土
地
な
ら
び
に
家
屋
に
つ
い
て

評
価
替
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
縦
覧
の
結
果
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
記
載
の
価
格
な
ど
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、

4
月
日
日

同
j
5
月
ロ
日
同
ま
で
の
聞
に

異
議
の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産

税
係

伺試
験
日

6
月
四
日
出
、
四
日
田

問
い
合
わ
せ

福
岡
国
税
局
人
事

第
二
課
(
宮
0
9
2
・
4
1
1
・

0
0
3
1
)
ま
た
は
、
諌
早
税
務

署

(
宮
(@
1
3
7
0
)

経
理
事
務
・
ワ
ー
プ
ロ

技
術
講
習
会

就
業
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
婦
人

(
初
心
者
)
を
対
象
と
し
た
講
習

会
で
す
。

①
経
理
事
務

科
目

経
理
事
務
初
級
(
簿
記
3

級
受
験
・
ワ
ー
プ
ロ
基
礎
)

期
間

5
月
9
日
開
j

6
月
日
日

働
(
水
・
土
・
日
曜
お
よ
び
祝
日

を
除
き
ま
す
)

時
間

午
前
日
時
j
午
後
4
時

②
ワ
ー
プ
ロ

科
目

ワ
ー
プ
ロ

3
級

期
間

5
月
日
日
側
j
7
月
7
日

嗣
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
)

時
間

午
前
日
時
j
ロ
時
初
分

i
-
ー
∞
②
共
通
l
-
ー

受
講
場
所

国
際
情
報
科
学
専
門

学
校
諌
早
校
(
宮
③
0
5
3
7
)

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
自
己

負
担
)

申
込
期
間

4
月
1
日
幽
か
ら
定

数
(
鈎
人
)
に
達
す
る
ま
で

申
込
方
法

受
講
場
所
に
備
え
付

け
の
受
講
申
込
書
に
よ
り
申
し
込

転
宅
先
で
は
、

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
4
月
お
日

ω(②
は
お
日
附
)

午
前
日
時
か
ら
同
校
で
簡
単
な

面
接
選
考
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
婦
人
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー
(
宮
0
9
5
8
⑬

9
0
3
0
)
 

ハh
u

唱

Ei

す
ぐ
電
気
が
使
え
ま
す

春
は
転
宅
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
。

ご
転
宅
さ
れ
る
と
き
は
、

転
宅

日
の
4
1
5
日
前

(月
i
金
曜
日
)

ま
で
に
、
最
寄
り
の
営
業
所
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
「電
気
ご
使
用
量
の
お

知
ら
せ
」
票
や
、
「
電
気
料
金
領
収

証
」
に
記
入
し
て
あ
る

「
お
客
さ

ま
番
号
」

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
宅
先
で
も
す
ぐ
に
電

気
が
ご
使
用
で
き
ま
す
口

リ
ミ
ッ
タ
l
を
「
入
」
に
す
る

と
電
気
が
つ
き
ま
す
の
で
、
リ
ミ
ッ

タ
l
に
取
り
付
け
て
あ
る

「は
が

き
に
申
込
書
)
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
の
申
し
込
み

も
同
時
に
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
九
電
大
村
営
業
所

(
宮

@
2
1
7
1
)

へ

「
中
高
年
齢
者
等
受
講
奨
励
金
」

ご
活
用
く
だ
さ
い

こ
の
制
度
は
、
中
高
年
齢
者
が

資
格
取
得
や
専
門
的
知
識
の
習
得

の
た
め
に
、
入
学
料
、
受
講
料
な

ど
の
経
費
を
一
部
助
成
す
る
も
の

で
す
口

対
象
者
・

ω歳
以
上
で
雇
用
保

険
の
被
保
険
者

-
自
分
で
入
学
料
、
受
講
料
を
負

担
し
た
人

を

-
労
働
大
臣
指
定
の
教
育
訓
練
を

受
講
し
、
修
了
し
た
人

対
象
講
座

労
働
大
臣
指
定
の
通

信
制

・
通
学
制
の
講
座

支
給
額

入
学
料
、
受
講
料
の
合

計
額
の
2
分
の
l
(
叩
万
円
限
度
)

詳
し
く
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

長
崎
(
宮
⑫
2
3
2
3
)
ま
で



お
り
が
み
で

あ
そ
ぼ
う

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
は
無
料
。
誰
で
も
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

4
月
お
日
出
、
午
後
1
時

ω分
j
3
時
初
分

場

所

中

地
区
公
民
館

内
容
「
屋
根
よ
り
高
い
こ
い
の

ぼ
り
」

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮

@
1
3
7
6
)

市立病院から

増築工事にこ協力ください

放虎原小学校

4
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
、
大
村
市
立
病
院

心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
工
事
に
伴
い
院
内
通
路
の
右
の

図
の
斜
線
区
間
が
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
。

期
間
中
、
騒
音
な
ど
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

市立図書館l'市民のみ砲さんの本欄で意
-本を借りるのは¥もちろん無料です0

・0歳の赤ちゃんから¥7人3冊まで2週間借りることができ
ます0

・二仁・ 日曜日も午後5時まで開いています。
・利用者のプライバシ を守るため¥読書の記録ガ残らない貸

出方j去をとっていまず。

・さガしている本ガないときは¥リクエスト ・サ ビスをご利

用ください。

01貢番待ち・購入・{也館からの借用などの方法で¥リフ工スト
にお答えできるようにしています〉

・調べることがどの本にのっているかわからないときは¥職員

にご相談くだ、さい。お手伝いします。

・新聞6誌 ・雑誌38誌を購入してこ利用いただいていま守。
雑誌のパッフナンバーは貸し出しています。 ま疋¥古い新聞

も保存しています。

・カセットア ブ ・紙芝唐もあります。

・包週土曜日¥午後2時30分から3時まで「おはなしの会」を
ひらいて¥子どもたちに絵本と紙芝居を読んでいます。

(包月第2土曜日誌¥おりガみの会になります〉

お気軽にご利用くださいーーーどうぞ、

学校週 '5" Ël'制 l~事主曜日 ) 対応事業

. ?視聴覚ライフミラ1);;;..;.;

親子映画
/' 

軽
減
さ
れ
ま
す
(
た
だ
し
、
延
滞

税
は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
)
の
で
、

早
く
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
は
申
告
を
す
る
日

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
ガ
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

広報おおむら平成6年4月号

か
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
延
滞

税
は
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
く
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
は
修
正
申
告
を
す

る
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

た
だ
ち
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
自
主
的
に
期
限
後
申
告
を
し

た
と
き
に
は
、
無
申
告
加
算
税
は

(アニメ12分)

(アニメ28分)

(健全育成18分)

。彦一とんちば‘なし

。花のき村と盗人たち

。あそびたいなあ

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し

い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
請
求
が
で
き
る
の
は
、
翌

年
の
確
定
申
告
期
限
ま
で
で
す
。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

「
修
正
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ

い
。
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た

と
き
に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は

t 

開館時間

火曜日-一午後 7 時~5時

水~日曜日...午前98寺~午

後5日寺

中地区公民館110:00"-'11:00 

。カチカチ山 (アニメ11分)

。はなさかじいさん (アニメ10分)

。ぼくがおじいちゃんでおじいちゃんがぼく (アニメ32分)

4月9日∞

市民

会館

休館目

白週月曜日¥信月25日¥祝日
問い合わせ

市立図書舘(宮⑫2457)

視聴覚ライブラリー

(ft54-3161市コミセン内)

問い合わせ



コ
」
み
収
集
」

「
し
尿
涼
み
取
り
」

5
月
3
日
3

5
日
の
連
休
は
休
み
ま
す

。
ご
み
収
集
(
も
え
る
ご
み
)

4
月
mu
日
聞
は
平
常
ど
お
り
収

集
し
ま
す
。

火
曜
日
と
金
曜
日
が
収
集
日
の

皆
さ
ん
は
、
い
つ
も
の
通
り
「
生

ご
み
」
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

5
月
3
日
同
j
5
日
同
の
聞
の

.
「ご
み
収
集
」
は
休
み
ま
す
。

4
月
8
日
か
ら
日
固
ま
で

。

不

燃

ご

み

日
割
り
表
ど
お
り
の
収
集
で
す
。

。
し
尿
汲
み
取
り

4
月

m日
開
は
汲
み
取
り
を
行

い
ま
す
。
5
月
3
日
何

j
5
日
伺

の
聞
は
休
み
ま
す
。

詳
し
く
は
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
燃
物
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、

4
月
8

日
幽
か
ら
日
日
同
ま
で
の
問
、
破

砕
設
備
整
備
の
た
め
破
砕
機
の
運

転
を
中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

期
間
中
は
、
不
燃
物
の
持
ち
込

み
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
個
人
で

の
持
ち
込
み
ゃ
事
業
所
か
ら
の
持

ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

大
村
清
掃
セ
ン
タ
ー

(
宮
⑭
3
1
0
0
)

~~.---~"，.，，----悼V牟~ .......--------~--------~'_i 司

z窓震料 直h!. 

4 た 2:
8 だ
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三日
4 

4 

4 

4 

4 
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

対
象
・
人
員

①
ビ
ー
バ
ー
ス
カ

ウ
ト

(
4
月
に
小
学
1
年
生
j

2

年
生
に
な
る
人
)
日
人

②
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

(
4
月
に
小
学

3
年
生
i

5
年
生
に
な
る
人
)
日

人申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
学
校
・
学
年
・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
教
育
委
員
会
・
渡
海

(玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

長
崎
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
毎
月
ワ
ー
プ
ロ

・
パ
ソ
コ

ン
研
修
を
は
じ
め
、
専
門
的
技
術

講
習
ま
で
、
様
々
な
分
野
の
能
力

開
発
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま

す
。詳

し
く
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹松 4 3K~3DK 7 ，600~ 17，000 

久原第二 5 3DK 21 ， 200~23 ， 800 
1種
三城 2 3DK 25，200 

松並第一 2 3DK 30，000 

岩舟 1 2 K 3，300 

竹松 1 2K 6，400 
2種
常盤 1 3DK 13，500 

久原第二 1 3DK 16，600 

市営住宅入居者

申込期限 4月8日(金)

抽選日 4月20日(水)、午前10時30分~

入居日 5月1日(日)

申し込み・問い合わせ

長
崎
(
諌
早
市
小
船
越
町
宮
⑫
2

3
2
3
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

男
子
・
女
子

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

資
格
・
年
齢
・
:
昭
和
必
年

5
月

日
日
j
臼
年
5
月
日
日
生
ま
れ
の

人
・
身
長
:
・

1
7
0
個
以
下
・
体

重
・
:⑧
U
匂
j

日
同

⑧
必
均
j

m
k・
視
力
:
・
裸
眼
(
メ
ガ
ネ
・

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
不
可
)

両
眼
と
も
0
・
8
以
上
(
色
盲
不

可
)
応
募
締
め
切
り

4
月
弘
日
間

応
募
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会
(
玖
島
1
丁
目
日
j
1
8
@
6

1
9
4
)
 

海
外
体
験
航
海

「
少
年
の
船
」
参
加
者

18 -

寄
港
地

四

月

閏

可

制

宍

日

h
H

出
発
地

対

象
参
加
費

募
集
人
員

抽
選
)

申
込
締
め
切
り

4
月
日
日
回

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
間
長
崎
県

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
内
包
②

6
1
9
4
)
 

1中東 7 グ
2 4学京月ア
人 8 ・晴 22ム
(、高海日
多 O校倒サ
数 O生 j イ
の o 29パ
場円 日ン
合(金)

県営住宅新築入居者
住宅名久原団地 (1. J棟)
用紙の配布 3 月 30 日 (水.)~

申込期間 4 月 6 日 (剥~8 日 (針

戸数 1種 一般向住宅 6戸

2種 一般向住宅 14戸

多子向住宅 2戸

高齢小世帯向住宅 2戸

合計 24戸

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大村事務

所(宮⑫6825大村パスターミナル2階)

建築課住宅係

市役所は

ft53-4111~代)



青
年
海
外
協
力
隊

春
の
募
集
説
明
会

資
格

満
却
歳
j
m
w
歳
ま
で
の
日

本
人
男
女

募
集
期
間

4
月
日
日
倒
j
5
月

但
日

ω

O
募
集
説
明
会

-
4
月
初
日

ω、
午
後
6
時
初
分
、

長
崎
市
民
会
館

・
5
月
口
日

ω、
午
後
6
時
鈎
分
、

佐
世
保
市
中
部
地
区
公
民
館

-
5
月
四
日
側
、
午
後
6
時
初
分
、

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
敬
称
略
)

ご
好
意

。
香
典
返
し

平成6年4月号

社
会
福
祉
基
金

V
増
山
文
江
(
竹
松
本
町
)
5
万
円

V
松
尾
セ
イ
子
(
竹
松
本
町

)
3

万
円
V
浜
田
求
(
陰
平
町

)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
永
田
功
(
陰
平
町
)
5
万
円

V
小
嶋
憲
明
(
諏
訪
2
丁
目

)
3

広報おおむら

万
円
V
佐
藤
隆
一
(
佐
世
保
市
)
初
万
円

V
林
田
ヤ
エ
子
(
大
川
田
町
)
3
万
円

V
長
井
申
八
郎
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

叩
万
円

。

一
般
寄
付

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
七
山
剛

(松
原
本
町
)
本
棚
2

万
5
千
円
相
当

諌
早
市
民
セ
ン
タ
ー

・
5
月
却
日
倒
、
午
後
6
時
加
分
、

長
崎
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

県
国
際
交
流
課

(8
0
9
5
8
⑧
1
1
1
1
)
 

夏
期
H

青
少
年

海
外
派
遣
事
業
H

・ )，照
月ア遣
15メ 先
日 リお
(月)カ よ
び
7 期
月 間
21 
日
(木)

8 

大
村
小
学
校
へ

V
山
崎
鹿
雄
(
久
留
米
市
)
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ

一
式
加
万
円
相
当

V
隅
淳
司
(
片
町
)
メ
ダ
ル

8
万

円
相
当

三
浦
幼
稚
園
へ

V
向
園
P
T
A
H
整
理
棚
ほ
か
ロ

万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
妙
宣
寺
寒
修
行
団

H
m万
円

V
九
州
電
力
労
働
組
合
大
村
火
力

発
電
所
青
年
部
H
3
万
6
千
1
2

0
円
清
和
国
へ

V
豊
期
会
日
原
田
悠
里
&
小
金
沢

-
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
:
7
月
幻
日

州
国

j
8
月
ロ
日
幽

-
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル・

:
8月
4
日
同

j
初
日
出

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
:
・
8
月
4
日
同

j
m日
出

活
動
内
容

学
校
体
験
入
学
ま
た

は
共
同
キ
ャ
ン
プ
、
家
庭
滞
在
、

ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
お
よ
び
交
流
行
事
、

地
域
見
学

・
産
業
見
学

対
象

中
学
2
年
j
高
校
3
年

応
募
方
法

指
定
さ
れ
た
申
込
用

紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

5
月
ロ
日
同
(
必
看
)

資
料
請
求
お
よ
び
申
し
込
み

国
際
青
少
年
研
修
協
会
(
干
聞

東
京
都
新
宿
区
四
谷
2
j
日
大
村

ピ
ル

3
階
宮
閃

j
3
3
5
9
j
8

4
2
1
)
 

昇
司
コ
ン
サ
ー
ト
招
待

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
慰
問

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫

・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕
V
県
立
久
原
養
護
学
校
H
慰
問

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
長
安
寺
寒
行
回
目

5
万
円

V
本
経
寺

H
m万
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町

)
1
万
円

大
村
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
へ

V
石
渡
道
子
(
原
口
町
)
お
菓
子

V
額
田
カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
H
慰

制
春
季
市
民

テ
ニ
ス
大
会
(
ダ
ブ
ル
ス
)

開
催
日

4
月
刊
日
田
:
・
男
女
B
m
人

4
月
口
日
田
・
・
・男
女

A
m人

※
荒
天
時
は

4
月

m日
倒

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
ボ
ー

ト
場
横
)

参
加
資
格

市
内
在
住
者
お
よ
び

市
内
勤
務
者

参
加
料

1
組
2
、
5
0
0
円

(
協
会
員
外

3
、0
0
0
円
)

申
込
期
限

4
月
4
日
間

申
込
先

市
テ
ニ
ス
協
会
・
広
瀧

(
宛
)
(
杭
出
津
2
丁
目

6
9
6
1

1
8
@
7
6
8
6
)
 

※
参
「
加
料
を
必
ず
添
え
て
申
し
込

V
北
村
寿
(
沖
田
町
)
み
か
ん

慈
恵
荘
へ

V
高
橋
貞
男
(
東
大
村
2
丁
目
)

5
万
円

V
浜
本
ミ
ツ
エ
(
鬼
橋
町
)
初
万

円V
朝
長
須
賀
子
(
岩
松
町
)
野
菜

V
板
橋
養
鶏
場
(
東
大
村
1
丁
目
)

冷
凍
卵

V
林
田
国
男
(
植
松
1
丁
目
)
み

か
ん
V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
慰
問

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
)
指
導

V
楠
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
奉
仕

ん
で
く
だ
さ
い
。

(
注
意
)
参
加
料
は
不
出
場
の
場

合
で
も
返
却
し
ま
せ
ん
。

テ
ニ
ス
教
室
(
硬
式
)

会
員
ぼ
し
ゅ
う

対
象

初
心
者

・
中
級
者
(
試
打

用
ラ
ケ
ッ
ト
有
)

練
習
日

火
・
木

・
土
・
日
曜
日

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
テ

ニ
ス
協
会

・
広
瀧
(
宮
@
7
6
8

6
、
夜
⑫
4
8
2
1
)

V
山
道
正
之
(
坂
口
町
)
慰
問

V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並

1
丁
目
)

指
導
泉
の
里
へ

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
奉
仕

V
鈴
木

・
好
田

・
和
田
・
中
尾
・

平
・
井
手
理
容
院
H
理
容
奉
仕

V
岩
本
ス
ミ
エ
(
今
村
町
)
車
イ

スV
大
川
田
老
人
会
H
奉
仕

V
立
正
佼
成
会
日
供
養

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
三
浦
保
育
園
H
慰
問

V
森
保
男
(
本
町
)
本

Qυ 
唱

E
i



カレジター4月の
成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 

市住E) 耳とことばの相談 福祉センター 13:00~15:00 1日 ⑮40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

働 妊婦教室(5)中地区公民館 9:30~ 13・00 17日 当番医
⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁

(日)
(内・外)渡辺医院松原1丁目 n@8275

3日 当番医 (耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 告@0648

(日)
(内・小)長崎医院 寿古町 宮@8615

18日 乳幼児健康相談竹松出張所(産)大村中央産婦人科医院水主町2丁目宮@3850 ②9:30~ 1 1: 00 、 13 ・ 30~15:00 
安産教室 ~ラマーズ法を練習しま しょう~ (月) ⑪離乳食教室 10 ・ 30~15:00 

4日 市コミセン 9:30~ 11・00 ⑧9:00~9:30 
幼児教室(お口の健康と食生活)市コミセン

(局
⑮母子健康手帳、ズボン 19日 ⑧9:30~9 :45 @平成 3 年10月 ~ll月生まれ
一般健康相談市役所 13:00~16:00 

関 ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル、コップ
⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ⑧ 9:30~11 :00 

5GK日O 乳幼児健康相談 松原出張所 ⑧13:30~15:00 20日 妊婦教室(3) 市コミセン 13:00~ 16:00 

6日 妊婦教室(1) 市コミセン 13:00~ 16:00 
倒。 ⑧母子健康手帳

ω。 ⑮母子健康手帳 3歳児健康診査大村保健所

1歳6か月児健康診査市コミセン ⑧9:00~ 9:45 、 13:00~13・30

(お母さんの歯科健診も実施します) 21日 ⑧平成2年10月生まれ(2 年 4 月 ~9 月 生 まれで、

7日 ②12 : 45 ~ 13:10 。村 まだ受けていない人も受診してください)

(柄 ⑧平成4年9月生まれ(4 年 4 月 ~8 月生まれで、 ⑮母子健康手帳、問診票

まだ受けていない人も受診してください) 定期巡回献血市役所 9:30~12:00 

⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ(親子とも) 1歳6力、月児健康診査市コミセン

10日 当番医 22日 (お母さんの歯科健診も実施します)
(内・肩)フジイ骨腸科クリニック 東本町宮⑪8686 働 ⑧12:45~ 13:10 

(日) (整)貞 松 病 肌院〆ヲ 東本町宮@1161 ⑨⑧…7日(木)と同じ
ごとばの教室市コミセン 13 ・ 30~16 ・ 00

24日 当番医11日 ⑮母子健康手帳 (内・小)中村医院 東本町 宮@2733
(局 @ことばの発達などが気になる幼児 (日) (耳)わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目 宮@2003
※初めての人は、健康増進課へ電話で申し込んでください。 25日 ことばの教室市コミセン 13:30~16:00 

12日 乳幼児健康相談市コミセン (用) ⑧⑧…11日(月)と同じ

関
⑧9:30~ 1 1: 00 、 13:30~15 ・ 00 27日 妊婦教室(4) 市コミセン 13:00~ 16:00 
⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 倍。 ⑮母子健康手帳

〆

13日 妊婦教室(2) 市コミセン 13:00~ 16:00 28B 機能訓練根気の会 市立病院跡地 13:30~15:30 ω。 ⑮母子健康手帳 (ポ ⑮グランドゴルフ
14日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~15:30 

29日 当番医併守 ⑮PTによる訓練
)1 ;小)出口小児科医院諏訪3丁目 包@2252

1歳6力、月児健康診査 (金・祝 (外・内)牧山医院 宮小路2丁目 宮③7831
15日 (お母さんの歯科健診も実施します) 略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑪…内容市コミセン ③12:45~ 13:10 @⑮…7日(柑と同じ
働 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 ⑮…持ってくるもの

⑧⑮…1日(到と同じ 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
告
側
同
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
三
商
堂

3月1日現在
計 77，341 
(+ 1 03) 

37， 060 
(+ 55) 
40， 281 
(+48) 

24， 477 
(+ 6 1 ) 

人口の動き

男

女

人口

世帯数

市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。

お気軽にご相談ください。

人権相談 ( 7日・木
行政相談 (14日・木
法律相談 (20日・水
(申し込みガ10人になり次第締め切ります)

不動産相談 (22 日・金 13:00~16:00) 
交通事故相談 ( 26 日・火 10:00~16:00) 
年金相談 (27日・水 10:OO~ 15:00) 

※受け付けは午前8時30分より行っています。

10:00~ 15:00) 
9 :30~ 12:00) 

10:00 ~ 15:00) 

4
月
の
定
例
相
談
日

)内は前月比

- aJ-

4月の大村ポート(6 日 ~11 日 ・ 競艇発祥記念、 20 日 ~25 日・開設

42周年記念、 29 日 ~ 5 月 5 日 .GW特選)
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